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本書に記載されたスケジュールは変更になる場合があります。（2026年３月10日時点）

表紙デザイン：DESIGN ROOM所属

福居　若葉
〈CONCEPT〉
毛糸が編まれていく様子を描いています。履修計画を立てる、編成することから着想を得
て、一本の糸が紡がれていくさまをデザインに起し、生徒が選んだひとつひとつの授業が
着実に未来を形成していくように、と願いを込めて制作しました。
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建 学 の 精 神
「女子美」の名で知られる本学園は、女性に対して高等教育機関における美術教育への門戸が開かれて
いなかった明治 33（1900）年に、「芸術による女性の自立」、「女性の社会的地位の向上」、「専門の技
術家・美術教師の養成」を目指して、美術教育をおこなう学校として創立しました。
以後、今日までの 120 年余にわたる長い歴史の間に、画壇・デザイン界をはじめ、教育界などあらゆ
る分野に優れた人材を輩出するとともに、社会で自立できる女性たちを送り出してきました。
現代においても、知性と感性と技能を併せもち、美術の専門を活かして社会的、経済的に自立できる
人材の育成を、下記の教育理念のもとにおこなっています。

教 育 理 念
高い教育力を通して、学生一人一人に、社会・世界について広く深い見識＜教養・理論＞と、精神的・
経済的に自立できる能力＜技術・芸術的創造力＞を修得させることにより、女性をはじめ多様な人々
が活躍する世界の実現に向けた担い手を育成する。

短期大学部 教育目標
自由な科目選択を通して多様な表現領域を横断的に学ぶことで、芸術的感性と知性を培い、確かな技
術を修得し、柔軟に考え自ら選択する力を養うことを教育目標とする。
このことにより自分の未来を描ける個性豊かな表現者や社会で活躍できる専門家を育成する。

短期大学部 造形学科 カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針）
共通科目
以下の教育課程編成の分類毎にそれぞれの設定する能力を養成する科目を配置します。
・�多様性が尊重される社会において、ジェンダー、国際社会と日本、自然環境と人間、芸術について
広く学び自己理解をすることで、社会人にふさわしい考え方や幅広い教養を養う科目を配置する。

・�芸術的理論と技法を活用し、自分の未来像（キャリア）をデザインし、生涯にわたり広く社会に貢献
できる主体的な実践力、マネジメント力、協働する力を養う科目を配置する。
・�美学、美術史、色彩や図学など、芸術分野における基礎力、芸術的感性を培い、独創性を高めて具
現化することのできる創造的思考力・判断力を養う科目を配置する。

・�グローバル社会において多様な他者の文化的背景を理解し、自身の創作や考えについて的確に伝え
るコミュニケーション能力を養う科目を配置する。

専門科目
現代の多様化する美術、デザインの表現領域を多角的に捉えたカリキュラムとなっており、本人の実
技体験を通して、専門分野を絞り込むことができる選択制を取り入れています。１年次前期は専門科
目を限定せず、13種類の科目から４科目を自由に選択します。美術、デザインの基礎を学ぶととも
に、自己の表現の幅を拡げることを目的としています。１年次後期からは前期の体験をもとに美術
コース、デザインコース（グラフィック・メディア・テキスタイル・プロダクト）の各領域を選択、
より専門性の高い知識や技術を集中的に修得しながら、自らの発想を表現することを学びます。２年
次後期はそれまで培った知識、技術、表現力を基にして卒業制作に取り組みます。２年間の集大成と
して自己の発想、表現の可能性を追求し作品として成立させること、そして社会に対して発表するこ
とを学びます。

短期大学部 造形学科 ディプロマポリシー（学位授与の方針）
以下を身に付けたものに対して、学位を授与します。
・�社会人にふさわしい教養、考え方を身につけている。
・�美術、デザインの専門能力を修得し、広い視野と洞察力によって独自の発想を表現することができる。
・�自らの創作について、他者に伝えるプレゼンテーション能力、コミュニケーション能力を身につけている。
・美術、デザインの活動を通して、広く社会に貢献できる能力を身につけている。
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主 要 日 程

４月 ５月 ６月
1 水 1 金 1 月
2 木 2 土 授業予定なし 2 火
3 金 3 日 （憲法記念日） 3 水
4 土 4 月 （みどりの日） 4 木
5 日 入学式 5 火 （こどもの日） 5 金
6 月 6 水 （振替休日） 6 土
7 火 7 木 7 日
8 水 8 金 8 月
9 木 9 土 9 火

10 金 10 日 10 水
11 土 11 月 11 木
12 日 12 火 12 金
13 月 前期授業開始 13 水 13 土
14 火 14 木 ※特別授業日 14 日
15 水 15 金 ※特別授業日 15 月
16 木 16 土 16 火
17 金 17 日 17 水
18 土 18 月 18 木
19 日 19 火 19 金
20 月 20 水 20 土
21 火 21 木 21 日
22 水 22 金 22 月
23 木 23 土 23 火
24 金 24 日 24 水 学生総会

25 土 25 月 25 木
26 日 26 火 26 金
27 月 27 水 27 土
28 火 28 木 28 日
29 水 通常授業日 （昭和の日） 29 金 29 月
30 木 30 土 30 火

日 31 日

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

7月 8月 9月
1 水 1 土 1 火
2 木 2 日 2 水
3 金 3 月 3 木
4 土 4 火 補講予備日 4 金
5 日 5 水 補講予備日 5 土
6 月 6 木 補講予備日・前期授業終了 6 日
7 火 7 金 夏期休業（〜９月５日） 7 月 後期授業開始

8 水 8 土 8 火
9 木 9 日 9 水

10 金 10 月 10 木
11 土 11 火 （山の日） 11 金
12 日 12 水 12 土
13 月 13 木 13 日
14 火 14 金 14 月
15 水 15 土 15 火
16 木 16 日 16 水
17 金 17 月 17 木
18 土 18 火 18 金
19 日 19 水 19 土
20 月 （海の日） 20 木 20 日
21 火 21 金 21 月 （敬老の日）

22 水 22 土 22 火 （国民の休日）

23 木 23 日 23 水 （秋分の日）

24 金 24 月 24 木 月曜授業日

25 土 25 火 25 金
26 日 26 水 26 土
27 月 27 木 27 日
28 火 28 金 28 月
29 水 29 土 29 火
30 木 30 日 30 水
31 金 31 月

※５月 14 日（木）～５月 15 日（金）の特別授業日は、各研究室による学外引率、写生旅行、自主制作等が行われます。
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10月 11月 12月
1 木 1 日 1 火
2 金 2 月 2 水
3 土 3 火 通常授業日　　 （文化の日） 3 木
4 日 4 水 4 金
5 月 5 木 5 土
6 火 6 金 6 日
7 水 7 土 7 月
8 木 8 日 8 火
9 金 9 月 9 水

10 土 10 火 10 木
11 日 11 水 11 金
12 月 通常授業日（スポーツの日） 12 木 12 土
13 火 13 金 13 日
14 水 14 土 14 月
15 木 15 日 15 火
16 金 16 月 16 水
17 土 17 火 17 木
18 日 18 水 18 金
19 月 19 木 19 土
20 火 20 金 20 日
21 水 21 土 21 月
22 木 22 日 22 火
23 金 23 月 通常授業日（勤労感謝の日） 23 水
24 土 24 火 24 木
25 日 25 水 25 金
26 月 26 木 26 土
27 火 27 金 27 日 冬期休業　（～ 1月4日）

28 水 28 土 28 月
29 木 29 日 29 火
30 金 創立記念日 ※授業予定なし 30 月 30 水
31 土 31 木

女
子
美
祭
週
間

展
示
期
間

1月 2月 3月
1 金 （元日） 1 月 1 月
2 土 2 火 2 火
3 日 3 水 3 水
4 月 4 木 4 木
5 火 授業再開 5 金 5 金
6 水 6 土 6 土
7 木 7 日 7 日
8 金 8 月 8 月
9 土 補講予備日 9 火 9 火 学位・修了証書授与式

10 日 10 水 10 水
11 月 （成人の日） 11 木 （建国記念の日） 11 木
12 火 12 金 12 金
13 水 補講予備日 13 土 13 土
14 木 補講予備日・後期授業終了 14 日 14 日
15 金 春期休業開始 15 月 15 月
16 土 16 火 16 火
17 日 17 水 17 水
18 月 18 木 18 木
19 火 19 金 19 金
20 水 20 土 20 土
21 木 21 日 21 日
22 金 22 月 22 月 （春分の日）

23 土 23 火 （天皇誕生日） 23 火
24 日 24 水 24 水
25 月 25 木 25 木
26 火 26 金 26 金
27 水 27 土 27 土
28 木 28 日 28 日
29 金 29 月
30 土 30 火
31 日 31 水

大
学･

短
大
卒
制
展
（
予
定
）

※10月30日（金）の創立記念日は、授業は行いません。
※３月9日（火）の卒業制作展は内部用展示となります。
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学 籍 コ ー ド

入学から卒業に至るまでシステム処理上の不変コードとして使用されるもので、頭２ケタ
が西暦下２ケタの入学年度となっています。学生証は身分証明書であり、試験や履修登録
等で使用するので、常時携帯してください。

       　 例：2026 年度入学生

２ ６ ● ● ● ●

　　　　   　 　 　
                       

　 　 　                           
　 　 ▲

 

                           
　 　 ▲

　　　　　　　　 この番号が学籍コードです

出 席 番 号

出席番号については入学時に配付されたアカウント通知書で確認してください。出席番号
は試験答案やレポート、聴講票、その他諸届に所属、年次とともに記入することになりま
すので間違いのないようにしてください。

例．１年　５３番

　　　　　　

▲ ▲ ▲

　

この番号が出席番号です。

本学ポータルサイト「Active Academy」

本学は履修登録やシラバス閲覧、休講連絡、レポート提出、出欠、大学・研究室・授業担
当教員から皆さんへの諸連絡のため、本学ポータルサイト「Active Academy」（以後、「ポー
タルサイト」と記載）を用意しています。ポータルサイトは学内外を問わず、アクセス・
利用することが可能です。
利用方法については、P.46 以降に記載しています。
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授  業

１．授業時間
＜杉並キャンパス＞

第1時限 ９：２０～１０：５０ 2 年次専門科目時間帯（造形学科）
（実技時間帯）第 2 時限 １１：００～１２：３０

第 3 時限 １３：２０～１４：５０ 1年次専門科目時間帯（造形学科）
（実技時間帯）第 4 時限 １５：００～１６：３０

第 5 時限 １６：４０～１８：１０

第 6 時限 １８：２０～１９：５０ ＊資格関連科目のみ

●専門科目時間帯（実技時間帯）は各専門科目を行います。
●�専門科目時間帯（実技時間帯）は月〜金曜日です（１年次は水曜日を除く）。
 

２．オンライン授業
一部の授業では、インターネットを利用した遠隔授業（オンライン授業）の形式で実施す
る場合があります。
遠隔授業の実施にあたっては、通信環境等の整備が不可欠になります。学生の皆さまには
受講環境の整備（通信および端末）をお願いいたします。
オンライン授業に際してのマニュアル等は、随時「学生用オンライン授業サポートページ」
（ガイダンス時に案内）にて公開致します。

３．休　講
授業担当教員の都合等により休講する場合は、休講掲示板に掲示するとともに、履修者に
ポータルサイト等にて告知します。
※�休講掲示・告知がなく 30 分経過しても授業担当教員が来ない場合は、休講措置をとる
ことがありますので教育支援センターに問合わせてください。

４．補　講
補講は、突然の休講などで延期されていた授業を、後に実施する授業のことで、その授業
を履修している学生は出席する必要があります。
原則、休講分の授業については、補講を実施します。補講はオンデマンド（動画視聴）で
実施する場合があります。詳細は授業担当教員に確認してください。補講が、補講予備日に、
対面授業またはオンライン授業により実施される場合は、補講日程について、ポータルサ
イトにて告知します。
補講日程はポータルサイトのトップ画面のMy Scheduleには反映されません。
集中補講日の時間割については、必ず別途配信を確認してください。
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５．�欠席の扱い
�欠席理由により、公欠扱いとなる場合、公欠扱いとならない場合があります。以下の表を
参照し、手続きを行ってください。なお、表に記載された以外の理由については全て「欠席」
となります。

公欠…該当する授業の回数と欠席回数を公欠回数分減らす措置です。�
欠席を出席扱いにするものではありません。
例：半期 15 回の授業で教育実習で 3 回欠席し、それ以外は全

て出席した場合、12/12 回（出席回数 / 出席すべき授業回
数）となります。

欠席理由 公欠扱い 手続き方法

①教育実習 ○

掲示や事前指導の指示に従ってください。
②介護等体験 ○

③博物館実習 ○

④古美術研究
　（国際芸術文化専攻のみ） ○注1

⑤裁判員制度に伴う裁判参加 ○

「裁判員等選任手続期日のお知らせ（呼出状）」の発行日から14
日以内に、コピーを持参の上、教育支援センターに申し出てくだ
さい。また、事後手続きとして、公判終了日から７日以内に、裁
判所が発行する証明書を教育支援センターに提出してください。

⑥インターンシップの一部 △注2

⑦�学校保健安全法　感染症の
予防に関する規則　第19条
により出席停止

○注3 ※下記【「学校保健安全法施行規則（感染症の種類）第18条」
第一・二・三種疾患について】参照の上、手続きを行ってください。

（その他）
・公欠回については、授業担当教員から当該授業に相当する学修の指示を受けること。
・忌引は公欠対象外です。
・大規模な自然災害で欠席が５日間以上に及ぶ場合は、交通機関の証明書等を持って
教育支援センターに申し出てください。

注１）授業期間に実施した場合のみ。
注２）教務部長が特別に認めたもの（大学が認めた海外インターンシップ等）のみ公欠の対象とします。

注３）【「学校保健安全法施行規則（感染症の種類）第18条」第一・二・三種疾患について】
　　以下の疾患に該当するとの医師の診断を受けた場合は、手続きが必要になります。

対象疾患：
第一種 治癒するまで入院治療が必要。

エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、南米出血熱、ペスト、マールブルグ病、ラッサ熱、急性灰白
髄炎（ポリオ）、ジフテリア、重症急性呼吸器症候群（SARSコロナウィルス）、中東呼吸器症候群（MERSコ
ロナウィルス）、特定鳥インフルエンザ

第二種 飛沫感染する感染症で、生徒の罹患が多く、学校で流行しやすい。

インフルエンザ、麻疹（はしか）、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、百日咳、咽頭結膜熱（プール熱）、結核、 髄
膜炎菌性髄膜炎、新型コロナウイルス感染症

第三種 経口感染症とその他学校で流行しやすい感染症。

コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症（O157 等）、腸チフス、パラチフス、流行性角結膜炎、急性出
血性結膜炎、その他の感染症［溶連菌感染症、手足口病、伝染性紅斑、マイコプラズマ異型肺炎、流行性嘔吐
下痢症（ウイルス性胃腸炎）、ウイルス性肝炎、伝染性眼疾患、伝染性皮膚疾患］
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（手続き方法）
１．医務室に連絡

相模原キャンパス医務室：電話 042-778-6734　
杉並キャンパス　医務室：電話 03-5340-4571
※感染症と診断されたら、速やかに医務室へ連絡してください。
※�登校支障期間中に試験やレポート提出がある場合、追試験、追レポート対象と
なる科目もありますので、教育支援センターにお問い合わせください。

　教育支援センター相模原グループ：電話 042-778-6613　
　教育支援センター杉並グループ　：電話 03-5340-4508

２．「登校許可書」提出
治癒して登校する場合には、本学所定書式「登校許可書」の医務室への提出が必
要です。
「登校許可書」の申請方法については、医務室にお問合せください。
「登校許可書」は本学ホームページからダウンロードしてください。

３．「感染症による公欠願」提出
対象疾患に該当の場合は公欠となります。「感染症による公欠願」は教育支援セン
ターにて手続きしてください。用紙は本学ホームページからダウンロードできます。
出席停止期間の確認のため、手続きが完了した登校許可書の控えも持参してください。

６．授業内容の録音・撮影について
本学では著作権保護等の観点より、あらかじめ許可されている場合を除いては、授業内容
の録音・撮影を原則禁止しております。

７．特別な配慮・支援を希望する学生へ
入学後、障がいや疾病で授業に関する特別な配慮・支援の必要が新たに発生した場合は、
教育支援センター、学生相談室、医務室に申し出てください。
関係部署との事前相談や面談を経て、正式な申請を行うことで、配慮・支援が可能となる
場合があります。なお、正式な申請の際には障がい者であることを証する書類や医師によ
る診断書が必要になります。
ただし、本人の希望する配慮・支援内容全てには対応できない場合があることや、出席回数、
成績評価基準の変更等は授業等における評価基準の本質的変更にあたるため一切行わない
ことについては、あらかじめご了承ください。

気 象 警 報 等 に よ る 授 業 の 休 講

〔杉並キャンパス〕
気象庁より、23区西部（気象庁発表区域）に以下のいずれかが発令されている場合、次の
とおり取り扱い、大学への入構を禁止します。
【警　　報】暴風警報・大雪警報・暴風雪警報
【特別警報】大雨特別警報・暴風特別警報・大雪特別警報・暴風雪特別警報
※注意報は該当しません。

　・午前 6時の時点で発令されている場合は、午前の授業を休講とする。
　・午前 10 時の時点で発令されている場合は、午後の授業を休講とする。

【休講の確認方法】
上記やその他の事由により授業を休講する場合は、以下にて告知しますので確認してください。
　・学内掲示板
　・本学ホームページ
　・ポータルサイト
　・本学代表電話　　<杉並キャンパス >　03-5340-4500
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出 欠 席

各授業では出欠席の確認を行います。
確認の方法は主に、パソコン・タブレットまたはスマートフォン端末を利用した出席確認
（Web出欠登録）と、この他に聴講票を配布する方法があります。
注）教員によっては、上記以外での出欠席の確認があります。その場合は担当教員の指示
に従ってください。

Web出欠登録の流れ

授業科目毎の出欠情報がポータルサイトの「出席簿」へ自動で登録されるため、出欠状
況をリアルタイムに確認・把握する事が可能となります。

①出欠登録専用サイトに接続します。
　https：//aa.joshibi.net/attend/
②出席する授業のパスワードを入力し、登録を完了します。
　パスワードは授業時に指示があります。

※出欠登録専用サイトへのログインは、Active Academyに接続する際に使用するID・
パスワードと同一です。

※�詳細は、P.64の「Web出欠登録の手順について」を参照してください。

聴講票の記入例

授業の曜日・時限を記入

短期大学部造形学科1年前期はコース名記載不要
付属高校生、科目等履修生等はこちらに記入

授業科目名・担当教員

日付けを記入

所属を記入

学籍コード

〇〇　△△　××

２

３火

女子美 花子

012312

哲　学
〇 〇

短
期
大
学
部専攻科

造形学科

大 学 院

学　　部

コース

コース

研究領域

表現領域

デザイン

出欠登録専用サイト
QRコード
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単 位 の 基 準

各授業科目の単位数は、1単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもって構
成することを標準とし、授業の方法に応じ、次の基準により計算されます。なお、授業は
前期 15 週、後期 15 週の通年 30 週とし、時間割の 1 時限は正味 90 分ですが単位計算
上は 2 時間として計算しています。

講　義 15 時間の授業をもって１単位とする

演　習 15 ～ 30 時間の授業をもって１単位とする

実技・実習 30 ～ 45 時間の授業をもって１単位とする

＜単位のしくみ＞

単　位
（１単位＝ 45 時間の学修） ＝ 授　業 ＋ 自学自習

（予習・復習・課題等）

（例） 4 単位の講義
（180 時間） ＝ 30コマの授業

（60 時間） ＋ 60コマ分の自学自習
（120 時間）

２単位の講義
（90 時間） ＝ 15コマの授業

（30 時間） ＋ 30コマ分の自学自習
（60 時間）

２単位の演習
（90 時間） ＝ 15～30コマの授業

（30～60時間） ＋ 15～30コマ分の自学自習
（30～60時間）

２単位の実技
（90 時間） ＝ 30～45コマの授業

（60～90時間） ＋ 0～15コマ分の自学自習
（0～30時間）

単 位 修 得 の 流 れ

履修計画を立てる ⇒ 履修登録 ⇒ 登録した授業に出席

試験を受ける

単位修得 ⇐ 合格　評価：S,A,B,C レポートを提出

⇐ 課題・作品を提出

不合格　評価：D,F

※必修科目は再履修

▲
▲
▲

授業の 2 ／ 3 以上を出席し
ないと、採点の対象になり
ません。
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履 修 科 目 の 登 録

１．�年度始めに配付された「時間割表」にもとづき、その年度に履修する授業科目すべ
て（一・部の科目を除く）を、定められた期日までにポータルサイトで履修登録して
ください（P.17 参照）。

２．�履修する授業科目を選ぶ場合は、１年次後期以降は自分の所属するコースに配当さ
れた授業科目の中から選んでください。他の授業を受講することはできません。

３．�共通科目のうち履修希望者が多い科目は、人数を制限することがあります。また必
修科目等一部の科目を除き履修希望者数が５人未満の場合は、不開講となることが
あります。

４．�1 年間に履修登録できる単位の上限は 1年次 42 単位、2年次 49 単位です。ただし
下記科目は除きます。
資格科目、専攻科開設科目
アートを社会と生活に生かす「プロジェクト・スタディーズ」「インターンシップ１
～ 4」「国際芸術プログラム」「卒業制作」

試　験

１．試験の方法
試験には筆記試験、レポート（Web提出含む）・作品の提出などがあります。

２．試験の時期
筆記試験は担当教員の指示に基づいて実施します。
レポートの提出による試験は、授業担当教員の指示で各授業内に提出する場合と、各学期
末に指定された日時・場所に提出する場合があります。
作品の提出による試験はレポートの提出による試験に準じて実施します。
試験（筆記試験、レポート・作品提出）、補講、教室変更、その他試験に関する必要事項はポー
タルサイトにて告知します。

３．受験の資格
次に該当する学生は原則として受験資格がありません。
・無登録者（授業科目の履修登録をしなかった者）
・出席が授業回数の3分の2に満たない者
・授業料を無断で滞納している者

４．試験の流れ

各授業担当教員より
試験方法について指示を受ける

　　　　　
試験・レポート提出の日時を各
自で確認すること

➡ やむを得ない事情で
試験を欠席した場合 ⇨　 追試験・追レポート提出へ

試験を受ける
または

レポート・作品提出
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５．追試験・追レポート
・次の①～⑦の理由またはその他のやむを得ない事情により、筆記試験を欠席した場合や
レポート・作品提出日に提出できなかった場合、教育支援センターに追試験・追レポー
トを願い出ることができます。願い出が承認された場合、追試験を受験すること、レポー
ト・作品を追レポートとして提出することができます。

追試験・追レポート受験のための理由

① 病気（診断書・医療機関の領収書を要する）

② 交通事故・遅延（相当証明書を要する）

③ 冠婚葬祭（該当する催しの招待状等を要する）

④ 就職試験（企業の証明を要する）

⑤ 教員採用試験（教職課程の承認を要する）

⑥ 公欠扱いとなるもの（教育実習・介護等体験・博物館実習など）P.8 参照

⑦ 天災

追試験受験・追レポート提出が認められるか否かは、前もって教育支援センターで確
認してください。試験日時の勘違い、寝坊等の本人の不注意や、アルバイト、旅行等
の試験放棄は対象になりません。

・追試験・追レポートの申込み期間は掲示にて告知します。願い出る時は、試験を欠席し
た理由、レポート・作品を提出できなかった理由を確認できる証明書（上記の①～⑦参照）
が必要です。期間終了後は、一切受け付けません。

・追試験・追レポートの願い出が承認された場合は、所定の手続きと定められた手数料
（1,000円）を納入しなければなりません。公欠扱いとなる理由の場合、手数料は不要です。
・追試験の日時と試験場、追レポートの提出期限・提出場所についてはポータルサイトにて
告知します。

・Web提出でのレポートの場合は時間を問わず提出が可能なことから、追試験・追レポート
の実施はいたしません。

やむを得ない
事情で試験を
欠席又はレポー
トを提出でき
なかった場合

⇨ 教育支援センター
に申し出る ➡ 追試験申込書・許可書に理由等

を記入し、正当と認められた場合
は追試験・追レポートを許可する。➡ 指定日に追試験・

追レポート提出

追試験・追レポートには
手数料が必要です

６．再試験
・卒業年次の試験で、卒業に必要な科目・資格関連科目が不合格（Ｄ）の場合は、再試験
を受けることができます。ただし、評価が採点不可（Ｆ）の場合は受験資格がありません。

・再試験の願い出は、各学期の一定期間に行うとともに、所定の手続きと定められた手数
料（1,000円）を納入しなければなりません。申込期間は別途通知します。期間終了後
は一切受け付けません。

・再試験（代替レポート）の詳細はポータルサイトにて告知します。
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７．試験（筆記試験、レポート・作品提出）に関する注意事項
〔筆記試験〕
・試験開始前に、「学生証」を机上に提示してください。紛失したり忘れた場合は教育支援
センターで「受験許可証」の発行を受け、受験してください。

・試験場では、筆記用具、許可された物品以外を机上に置いてはいけません。ノートや参
考書の使用を許可された場合も各自持参のものを使用し、互いの貸借は禁じます。

・遅刻者の扱いは、授業担当教員（試験監督者）の指示に従ってください。
・試験中に不正行為が認められた時は、教授会にはかり厳重に処分します。当該科目は採
点不可（Ｆ）とし、保証人に通知します。また教員免許状取得のための大学からの一括
申請は行いません。悪質と判断された場合、さらに懲戒処分を下す場合があります。

〔レポート・作品提出〕
・ポータルサイトで提出するレポート・作品の提出方法については、P.61の「Webレポー
ト提出の手順について」や、ポータルサイトのトップ画面に掲載されている「Webレポー
ト提出マニュアル」を参照してください。

・レポートや作品を許可なく直接授業担当教員に郵送することは禁止です。
・教育支援センターではレポート・作品は所定の日時以外は受け付けません。提出期限に
遅れた場合は 「５．追試験・追レポート」を参照し、手続きをしてください。

・生成AＩについては、技術の進展や社会での活用状況を踏まえ、今後も継続して指針等
の見直しを行います。使用のルールなど、大学からのお知らせを必ず確認してください。

他人の文章や作品（Webページを含む）を全部または一部でも出典を明示せずそのま
ま無断で借用することは剽窃（盗用）にあたります。Webページの文章を単にコピー・
アンド・ペーストしてレポート作成しないよう注意してください。剽窃は、カンニング同
様の不正行為とみなし、厳重に処分の上、当該科目は採点不可（Ｆ）になる場合があ
ります。作品の剽窃（盗用）に関しても同様です。

学 習 の 評 価 と G P A 制 度

履修登録した科目の成績を５段階で評価し、それぞれに対して４～０のグレード・ポイン
ト（以下、GPと表記）が付きます。GPA(Grade Point Average)とは、これらのポイント
の１単位あたりの平均値になります。

評価 評価基準 合否 GP

Ｓ １００～９０点

合　格

4

Ａ ８９～８０点 3

Ｂ ７９～７０点 2

Ｃ ６９～６０点 1

Ｄ ５９点以下 不合格 0

Ｆ 採点対象外（出席不良等） 採点不可 0

評価の基準・方法は試験の点数だけでなく、課題・レポート内容や受講態度等を含めた評
価によります。評価基準は各授業科目ごとに異なるので、ポータルサイトの「シラバス」
に掲載されている「評価方法」欄を十分確認してください。
※不合格（D）、採点不可（F）は、「成績通知」には表示されますが、「成績証明書」には表示
されません。
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GPAの種類は以下の通りになります。
学期GPA
　・当該学期に成績評価された単位を対象として計算したGPA
　・通年科目は後期に算出されます
通算GPA
　・入学時から当該学期までに成績評価された単位を対象として計算したGPA

GPA計算方法（Ｄ・Ｆ評価も含めて計算します。）

�

GPA対象外科目
・認定科目（外国語検定資格、既修得単位認定、単位互換制度協定校提供科目等）
・卒業要件に含まれない科目（教職に関する科目）

一部の科目を除き、単位修得した科目を再履修する事はできません。
不合格・採点不可科目を再履修し単位修得した場合、当該科目の不合格、採点不可の際
の単位については、総履修登録単位数から減算します。

学 生 へ の フ ォ ロ ー ア ッ プ

GPAが低い学生と保護者に対しては、以下を目安に必要に応じ大学より、学生生活全般の
状況、今後の履修計画等について面談を行います。

（１）面談の実施について
①面談対象者
・学期GPA1.00未満を3学期連続し、通算GPA1.00未満の学生
・学期GPA1.00未満を4学期連続し、通算GPA1.00以上の学生
②面談内容
修学意欲の確認、今後の履修指導等を主な面談内容とします。

前期GPA
②（前期履修登録単位数）×GPの合計 ＝ 14

＝2.00
① 前期履修登録単位数 ＝  7

後期GPA
④（後期履修登録単位数）×GPの合計 ＝ 8

＝0.89
③ 後期履修登録単位数 ＝ 9

通算GPA＝
入学時から当該学期までに履修登録した科目の（単位数×GP）の合計 ② 14＋④ 8

＝1.38
総履修登録単位数 ①　7＋③ 9

通算 GPA（入学時から当該学期まで計算）

前期 後期 通算

2.00 0.89 1.38

成績通知書　例

科目名 単位数 評価 GP
●●ゼミ 2 S 4
○○論 2 A 3
□□概論 2 D 0
△△演習 1 F 0
①前期履修登録単位数→ 7

単位数×GP
2 単位× 4 ＝ 8
2 単位× 3 ＝ 6
2 単位× 0 ＝ 0
1 単位× 0 ＝ 0

②単位数×GPの合計→ 14

前期（前期開設科目のみで計算）
科目名 単位数 評価 GP

●●語Ⅰ 2 B 2
○○学 4 C 1
□□論 2 D 0
△△実技 1 F 0
③後期履修登録単位数→ 9

単位数×GP
2 単位× 2 ＝ 4
4 単位× 1 ＝ 4
2 単位× 0 ＝ 0
1 単位× 0 ＝ 0

④単位数×GPの合計→ 8

後期（後期・通年開設科目のみで計算）

※入学時から当該学期まで計算

学期 GPA ＝
学期毎で履修登録した科目の（単位数×GP）の合計

当該学期履修登録単位数

通算 GPA ＝
［学期毎で履修登録した科目の（単位数×GP）の合計］の総計

総履修登録単位数
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（２）退学勧告等を含めた学修指導について
学期GPA1.00未満を4学期連続し、通算GPA1.00未満の学生に対しては、退学勧告等を
含めた学修指導を行います。
面談では保証人同伴のうえ、大学より内容の説明を行います。

学期GPA1.00未満を連続している間に休学となった場合は、学生への面談並びに退学勧
告等を含めた学修指導は行いません。

単 位 の 授 与

授業回数の 3分の 2 以上出席し、試験等の評価がＣ以上だった科目は合格とし、所定の
単位を与えます。一部の科目を除き、単位修得した科目を再度履修することはできません
（P.18〔複数履修できる科目〕参照）。

不合格（Ｄ）・採点不可（Ｆ）だった場合は、次期以降に再履修することができます。

成 績 通 知

１．成績通知
今年度履修科目の成績通知（成績・修得単位）は以下の時期に通知します。

成績通知 ( 前期科目 ) 成績通知 ( 通年・後期科目 )

1年次 9月後期授業開始日に配付 ３月中旬にポータルサイトにて通知

2 年次・専攻科 9月後期授業開始日に配付 ２月中旬にポータルサイトにて通知

保証人 保護者ポータルサイトで成績を確認できます。

※専門科目については、後期に通知しています。

２．成績照会
成績はポータルサイトで確認できます。（P.47【メニューの機能】参照）

３．採点調査願
「成績通知」に疑問がある場合は、成績評価が「Ｄ」または「Ｆ」の科目に限り、所定の期
間に「採点調査願」を教育支援センターで受け付けます。（期間を過ぎたものは受け付けま
せん）
申請方法はポータルサイトにて告知します。
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履 修 登 録

１．履修計画
どの科目を履修するかについては、卒業までのプロセスを自分なりに考え、授業科目を体
系づけて計画することが必要です。また、教員免許状などの資格を取得する場合は、あわ
せて履修計画を立てなければなりません。
卒業に必要な単位数は 62 単位です。それを２年間で修得するために各自しっかり履修計
画を立ててください。
各自の履修計画を立てるには、「履修の手引」、シラバス、「時間割表」及びカリキュラムマッ
プ・カリキュラムツリー（P.36 〜 37、本学ウェブサイト掲載）を参考にするとよいでしょう。
履修や学修について相談したいことがあるときは、教育支援センターまでご相談ください。

２．履修科目の登録方法
授業科目を履修するためには、その年度に履修する授業科目の全てについて、履修登録を
しなければなりません。履修登録が完了しないと、授業を受講できないとともに単位が修
得できません。
履修登録はポータルサイトでの手続きとなります。必ずWeb 履修登録締切までに完了し
てください。
※�・Web 履修登録の詳細については、P.46 以降で使用方法を確認してください。ポータル
サイトのログインページは「https://aa.joshibi.net/」です。

Ⅰ　履修関係書類の交付
　　①　�1・２年次とも４月のコース・分野別オリエンテーションで「履修の手引」「時間

割表」を配付します。
　　②　�「時間割表」の訂正、教室の変更等はポータルサイトにて告知します。ポータルサ

イトからの配信には十分注意してください。

Ⅱ　履修計画の立案、決定
　　①　�「履修の手引」「時間割表」およびポータルサイト「シラバス」、2年次生はポータ

ルサイトの学修ポートフォリオの成績表の単位修得状況を確認しながら、今年度
の履修計画を立ててください。授業科目の授業内容については、ポータルサイト
の「シラバス」を参照し、また各科目区分の「履修上の注意」もよく読み、間違
いのないようにしてください。

　　②　�専門科目時間帯（実技時間帯　P.7 参照）は各コース・分野の専門科目を履修す
るものとして履修登録し、その他の時限に「時間割表」を参照して、卒業必要科
目から順に各自が希望する講義系科目を決定（履修登録）していきます。

　　③　�年次指定のある科目については必ず指定年次に履修してください。

　　④　�1 年間に履修登録できる単位の上限は 1年次 42単位（資格科目は除く）、2年次
49単位です（資格科目は除く）。　
下記科目については別途履修登録を行うので、この時点で登録はしないでくださ
い。（履修登録上限単位に含みません）
アートを社会と生活に生かす「プロジェクト・スタディーズ」「インターンシップ
１～ 4」「国際芸術プログラム」

　　⑤　�時間割上でコース・分野のクラス指定がされている授業科目は、自コース・分野
のクラスを履修してください。再履修で認められた場合を除き、原則として他コー
ス・分野のクラスは履修できません。
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　　⑥　�原則として専門科目時間帯（実技時間帯）に講義系科目を履修することはできま
せん。ただし下級年次で修得すべきであった卒業必要科目や資格必修科目が、未
修得だった場合、専門科目時間帯（実技時間帯）の重複履修を一部認めることが
ありますので、所属する研究室及び教育支援センターに事前に申し出てください。

　　〔複数履修できる科目〕
　　�同一科目名の授業科目が複数開講されていますが、1コマしか履修できません。また、

年度が変わり、担当教員・内容が変更されても、過去に単位修得した科目である場合、
再度履修することはできません。ただし、以下の科目区分、授業科目は複数履修する
ことが可能です。

　　　・ �外国語科目�
同一科目名でも複数履修することが可能です。ただし、内容・教科書が同一の授
業科目を 2コマ以上履修することはできません。また、年度が変わっても、過去
に単位修得した科目と内容・教科書が同一の授業科目である場合、再度履修する
ことはできません。

　　　・ �「国際芸術プログラム」「プロジェクト・スタディーズ」「インターンシップ 1〜 4」
同一科目名でも複数履修することが可能です。また過去に単位修得した科目でも、
異なるプロジェクトであれば年度が変わって再度履修することが可能です。　　
ただし、同一プロジェクトの単位修得は１回のみとなります。過去に単位修得し
たプロジェクトを、年度が変わって再度履修した場合、単位修得の対象にはなり
ません。

　　

Ⅲ　抽選科目の登録（Web）※抽選科目の履修を希望される方のみ。
　　�履修人数に上限がある授業科目はWeb 抽選を行います。下記の抽選科目Web 登録締

切までにポータルサイトの「抽選授業希望登録」にて抽選授業の希望順位を登録して
ください（P.56 参照）。抽選科目は「時間割表」で確認してください。希望順位の登
録は指定された順位まで、または指定された順位以内の登録が必要ですので、ポータ
ルサイトの「シラバス」にて、履修したいグループの授業科目のシラバスをよく読み、
あらかじめ登録する抽選授業を決めた上で登録してください。

抽選科目Web 登録締切 4月 8日（水）10：00

　　　※�当選授業と同じ曜日・時限に履修登録した授業はエラーとなります。抽選科目を
登録する場合は、抽選結果発表があるまで、ポータルサイトの「履修登録」にて
曜日・時限の授業科目を登録しないでください。

抽選結果発表 4月 9日（木）10：30 ～

　　　※�抽選結果は、ポータルサイトの「授業抽選結果」にて発表されます。1グループ
内で当選する授業は原則 1つです。当選授業の一部は履修登録済となっており、
ポータルサイト上での取り消し、履修訂正はできません。

　　　※�残席のある抽選科目は、ポータルサイトの「履修登録」から、登録することになり、
履修登録を完了した方から、先着順で授業の定員まで登録されます。また、残席
は他の学生の履修取消により変動します。

　　　※�抽選結果発表前にポータルサイトの「履修登録」にて登録した授業が、当選授業
と曜日・時限が重複した場合、その授業はエラーとなりますので取り消してくだ
さい。
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Ⅳ　ＷＥＢ履修登録
　　①　�ポータルサイトの「履修登録」にて今年度に履修する全授業科目を登録してくだ

さい。（P.48 以降参照）
　　②　�必修科目等の登録漏れがないかを各自で十分に確認の上、登録してください。特

に、２年次生・専攻科生はその際に科目区分ごとの卒業所要単位も必ず確認して
ください。

Web 履修登録締切 4月10日（金）15：00

　　　※ �Web 履修登録締切を過ぎると、作業途中であっても、履修登録ができなくなり
ますのでご注意ください。

　　③　�1 年次生のみ
　　　　�Joshibi Foundation English の授業クラスについては授業開始までにポータルサ

イトで発表しますので確認してください。
　　　
Ⅴ　履修登録完了後
　　〔履修訂正〕
　　①　�Web 履修登録締切後、4月 20 日（月）に履修登録確認表を受け取り、必修科目

や卒業必要科目等の確認とともに、今年度履修する全授業科目を各自で再確認し
てください。訂正の必要がある場合は、履修訂正期間に所定の手続きを行ってく
ださい。

　　②　�履修訂正の確認が終了した時点で今年度の履修科目が確定します。その後の履修
科目の変更は、原則として受け付けません。

　　〔履修科目の中止〕
　　�授業科目の履修にあたっては、十分検討のうえ決定するとともに途中で放棄するような

ことがないように努めてください。授業科目の履修を中止する場合は「履修変更申請書」
を教育支援センターに提出してください。「履修変更申請書」の提出がなく一方的に授業
科目の履修を放棄した場合には、成績通知書に「Ｆ」（採点不可）と表示されます。
Ｄ・Ｆ評価も含めて、GPAを計算するため、履修中止科目がある場合は、必ず所定の
期間内に履修中止手続をしてください。

提出締切日：前期 5月 30日（土）後期 10月 31日（土）

　　〔後期履修変更〕
　　�下記の条件内で後期に履修科目の追加・変更を受け付けます。希望する学生は９月 7

日（月）〜 12 日（土）にポータルサイトで所定の手続きを行ってください。（ただし、
抽選科目、履修者数により変更できない科目があります）

年間上限単位（1年次 42 単位、2年次 49 単位）
ただし下記科目は除きます。
資格科目、専攻科開設科目
「プロジェクト・スタディーズ」「インターンシップ 1〜 4」「国際芸術プログラム」
「卒業制作」
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単 位 の 認 定

１．入学時、既修得単位の認定・大学以外の教育施設等における学修の認定
本学入学以前に在学した大学、短期大学、高等専門学校の専攻科および文部科学大臣が別
に定める学修において修得した授業科目および単位の認定を希望する者は、前在大学等が
発行した「成績ならびに単位修得証明書」または、外国語検定資格の技能審査等における
学修成果の証明書を添付して「既修得単位認定願」を教育支援センターに提出してくださ
い。この手続きは入学前の定められた期間に限ります。

　�既修得単位の認定は、本学における共通科目とし、30 単位を超えないものとします。

入学時に単位認定する学習の成果 必要書類

本学入学以前に他大学又は短期大学で
修得した授業科目

「既修得単位認定願」と前在大学等が発行した「成績ならび
に単位修得証明書」及び授業概要（シラバス）
※�前在大学が本学の場合は上記書類は必要ありません。

外国語検定資格の技能審査等における
学修成果（認定基準は下表参照）

「検定試験等による単位認定申請書」と
「合格証明書」「成績証明書」または「スコアレポート」の原本

２．「外国語検定資格の技能審査」による単位認定
本学への入学前または入学後在学中に、以下の外国語検定資格技能審査を受験した場合、
その結果により、本学の共通科目の単位として認定します。「検定試験等による単位認定申
請書」と「合格証明書」または「スコアレポート」、「成績証明書」の原本を教育支援センター
に提出してください。この手続きは４月・９月の定められた期間に限ります。 

＜外国語検定資格技能審査の認定表＞
○英語

認定科目名 認定単位数 実用英語
技能検定 TOEIC※ TOEFL

（ITP）
TOEFL 
（iBT）

Joshibi Foundation English A・B 計 2単位 2 級 470 ～ 460 ～ 42 ～

※学内実施の模擬試験 TOEIC（IP）は TOEIC のスコアとして扱い、認定します。

●注意事項　＜「外国語検定資格の技能審査」による単位認定＞
・�同一語学において、複数の試験で基準を満たしていても、認められる単位数は表のと
おりとします。例えば、英検2級とTOEIC470点を満たしていてもJoshibi Foundation 
English A・Bを2つ（4単位分）認定することはしません。

・�取得時期は、入学前・入学後のどちらも認めます。ただし、検定試験日より2年以内の
ものに限ります。

・�学内で行われるTOEIC（IP）、TOEFL（ITP）の模擬試験（国際センター主催）のスコ
アも認めます。

・�認定する単位は共通科目「語学力を高め世界で活躍する」の単位とし、上限は２単位と
します。

・単位認定された科目と同一の科目を履修することはできません。
・�単位認定時に同一の科目を履修中である場合は、所定の期間内に必ず履修中止の手続き
を行ってください。手続きを行わない場合、成績評価やGPAなどに影響が出る場合があ
ります。

・母語以外の検定資格のみを認定します。
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３．インターンシップ
インターンシップとは学生が一定期間企業等の中で研修生として働き、自分の将来に関連
のある就業体験を行う制度のことを言います。インターンシップ先が決まりましたらキャ
リア支援センターに報告してください。

〔単位認定するインターンシップ〕
本学では主に夏期・春期休業期間を利用し、自分の専門分野に関連する企業の現場（或い
はこれに類する場所）において、一定期間の実習（事前・事後指導を含む）を行うことで
単位の修得が可能です（2年次春期休業中の実習は除く）。なお、修得する科目名称・単位
数は実習期間に応じて異なります。

＜単位認定の目安＞

期　間 名　称 単　位
１週間の実習の場合 インターンシップ１ １
２週間の実習の場合 インターンシップ２ ２
３週間の実習の場合 インターンシップ３ ３
４週間の実習の場合 インターンシップ４ ４

※認定単位は、インターンシップ期間の実働時間によって、付与する単位数がかわります。

＜単位認定するインターンシップの流れ＞

インターンシップ先を
見つける

単位の認定
注）場合により補習等あり

決まったらキャリア
支援センターに報告

インターンシップ先
担当者よりキャリア
支援センターに
評価表が届く

必要書類等をキャリア
支援センターに提出

報告書類を
インターンシップ先

に提出

インターンシップ開始
出勤簿・日誌等の
記録を作成

インターンシップ終了

４．留学中の本学開設科目学修について
遠隔授業による履修が可能となる場合でも、学籍「留学」中は認定できません。

５．単位互換制度（対女子美術大学芸術学部単位互換）
平成 13 年 4 月から女子美術大学芸術学部と女子美術大学短期大学部（専攻科を除く）の
単位互換制度を行っています。これにより、女子美術大学芸術学部の杉並校舎開設科目を
履修することが可能です。
この単位互換制度は、教育課程の充実を図るとともに、学生皆さんの教育機会の拡大、特
に幅広い視野の育成と学習意欲の向上を図ることを目的として実施されるものです。

○応募資格
　短期大学部全学生（専攻科を除く）が対象。

○履修可能単位数
　単年度では最大 8単位まで履修可能です。

○単位認定
　修得した単位は共通科目の卒業所要単位として認定します。

○履修できる科目
　�単位互換の趣旨に鑑み、短期大学部の共通科目の内、短期大学部のカリキュラムに開設さ
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れていない科目が単位互換の対象となります。資格科目など一部の科目は除きます。
　�履修の際は必修科目、実技科目等、短期大学部の勉学に支障のない範囲で、履修計画を
立ててください。特に通年科目を履修する場合は、１年次後期より選択することになる
各コース・分野の必修科目を視野に入れ、重複しないように注意してください。

○履修料
　無料です。

○申込方法
　�短期大学部の開設科目と同様に、Web 履修登録が必要となります。
　※ �Web 履修登録の画面上、単位互換科目には識別のため科目名称の頭に「※」の印を

つけています
　�なお、抽選科目については芸術学部優先となります。芸術学部の履修人数によっては履
修を許可できない場合があります。

　�外国語コミュニケーション科目は芸術学部の抽選終了後、残席がある場合のみ履修を認
めます。

　対女子美術大学芸術学部単位互換 開設科目一覧 P.30 参照

科 目 等 履 修 生

１．科目等履修生
　�卒業後、本学の授業科目の履修を希望する者は、本学学生の修学に支障のない限りにお
いて選考の上、科目等履修生となることができます。教職課程履修者等で所定の単位を
在学中に修得できなかった場合、不足単位の履修も可能です。履修可能科目については
教育支援センターに確認してください。申込期間は前期・通年科目は３月上旬、後期科
目は６月下旬になります。

２．研究生
　�短期大学部専攻科を修了し、さらに研究を続けたい者は研究生になることができます。
願い出は１月中旬又は研究開始２カ月前までとなります。

女 子 美 術 大 学 芸 術 学 部  ３ 年 次 編 入 学 に つ い て

芸術学部３年次編入学については、２年次生を対象に説明会を行います。
日程は Active Academy でお知らせします。

１．編入学試験は、以下の２種類です。
●女子美術大学芸術学部３年次編入学学校推薦型選抜（女子美術大学短期大学部）
短期大学部の学内選考を経て推薦されます（専願）。
●女子美術大学芸術学部３年次編入学一般選抜
編入学試験の出願にあたっては出身の専攻分野は問いませんので、短期大学部の所属にか
かわらず出願することができます。ただし、デザイン・工芸学科 環境デザイン専攻・工芸
専攻へ出願を希望する場合、個別相談での専攻の判断によっては編入後に芸術学部２年次
開設の各専攻必修科目を履修する必要があり、在学年が３年以上となる場合がありますの
で注意してください。また、デザイン・工芸学科に限らず、所属の分野と異なる専攻・領
域の希望者は、出願前に説明会等で当該研究室の教授と面談し、編入学の後の修学につい
て確認してください。
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２．単位認定
芸術学部を卒業するために必要な最低修得単位は、以下の 124 単位です。

学部共通科目 学科専門科目 合計

30 単位 94 単位 124 単位

女子美術大学短期大学部での修得単位は、以下の方法で認定されます。なお、認定の方法は、
一部の科目を除いて包括認定です。
＊包括認定：�本学芸術学部開設科目と短期大学部での履修科目の内容を特定することなく、既修得科

目の単位数を本学芸術学部の単位として認定する方法です。認定された単位は、包括認
定単位としてまとめて表示されます。

■単位認定方法
短期大学部の在学時の全修得単位から、大学の１・２年次開設  学科専門科目 （①専攻・領
域専門科目 ②学科共通科目必修科目 ③学科共通科目選択必修科目）、 学部共通科目 （上限
28 単位）の順で認定します。
 学科専門科目 
原則、１・２年次必修・選択必修科目の大部分を包括認定しますが、デザイン・工芸学科
については、入学コースと異なる分野出身者は在学年が編入学後 3年以上となる場合があ
ります。また、編入学後に履修すべき科目として各専攻・領域が指定する一部の講義科目・
演習科目については認定されません。編入学後に履修すべき指定科目は、説明会での配付
資料で確認してください。これらの指定科目の履修方法については、編入学後に指導します。
なお、次のとおり特定科目の修得者のみを認定する科目があります。
 学部共通科目 
学部共通科目　ファンデーション科目「女子美基礎講座」２単位「女子美の教養」２単位
語学力を高める「英語系科目」２単位は、包括認定単位数の中に含まれることとしますので、
編入学後にあらためて履修する必要はありません。

■資格関連科目
編入学生は２年間で卒業することが最優先となります。編入学後の履修計画や実習計画に
おいて無理が生じた場合は、卒業までの２年間では免許状又は資格を取得できないことが
ありますので、編入学後個別に相談してください。
 教職に関する科目 
大学で中学校１種および高等学校１種免許状を取得するためには、短期大学部において中
学校２種免許状を取得していることを原則とします。短期大学部で修得した教職に関する
科目は、免許法施行規則に定める科目区分に基づき、大学の教職に関する科目として認定
します。
 博物館に関する科目 
学芸員養成課程については、編入学前の学修歴（既修得科目）と編入学後の本学での修得
科目を合わせて学芸員資格の取得が可能です。
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短 期 大 学 部 専 攻 科 に つ い て

１．�専攻科は短期大学部卒業者に対し、高度の技術と理論を探究させることを目的として
おり、修業年限は１年です。

２．募集人員は各コースとも若干名です。
３．�募集についての説明会は、短期大学部２年次生を対象に行います。日程はポータルサ

イトでお知らせします。
４．�専攻科は、1996（平成８）年４月１日から、「大学改革支援・学位授与機構」の認定

専攻科となっています。 

大学改革支援・学位授与機構による学位の取得について

　１．「大学改革支援・学位授与機構」について 
　①�「大学改革支援・学位授与機構」は国立学校設置法に基づき平成３年に設置された文

部科学省管轄の機関です。このことにより、短期大学卒業者が科目等履修生として大
学の単位を修得する等の方法により一定の学修を積み上げた場合、「大学改革支援・学
位授与機構」の行う審査によって「学士」の学位を取得できることになりました。 

　②�「学士」の学位取得のためには「『積み上げ単位』の修得」と「『学修成果』の作成」「試
験」が必要となります。「大学改革支援・学位授与機構」はこれらについて審査を行い、
いずれもが可と判断された場合に合格とし「学士」の学位を授与します。合否につい
ては申請後６ヶ月以内に通知されます。 

　③�「『積み上げ単位』の修得」とは短期大学卒業後、２年以上にわたって「大学」または
「学位授与機構認定専攻科」等の開設科目を科目等履修生として 62 単位以上修得する
ことを指します。 

　④�「『学修成果』の作成」とはレポートまたは作品制作を指します。作品制作の場合は申
請時に作品等の写真を提出することになります。 

　⑤�「試験」とは「学修成果」をレポートで申請した場合は小論文試験、作品を提出した
場合は作品持参の面接試験となります。

　２．専攻科在学中の単位修得について 
　①�本学の専攻科は平成８年に「大学改革支援・学位授与機構認定専攻科」となりました。

このことにより専攻科で修得する単位全てが「学士」の学位取得のための単位（「積み
上げ単位」）として申請できるようになりました。 

　②�また、専攻科在学中に科目等履修生として女子美術大学の開設科目を無料で履修する
ことができます。この単位も「学士」の学位取得のための単位（「積み上げ単位」）と
して申請することが可能です。 

　③�「大学改革支援・学位授与機構」に関しては４月に専攻科進学予定者を対象に説明会
を実施します。 

　
　３．学修期間について 
　�大学改革支援・学位授与機構における単位積み上げ型の学位授与の審査基準「学修期間：
4年間、修得単位：124 単位」は、大学設置基準に基づき設定しています。

　�女子美術大学短期大学部造形学科卒業生が学位申請する際の学修期間・修得すべき単位
についての条件、「造形学科卒業後、２年以上にわたって授業科目を履修した期間があり、
62 単位以上を修得すること」については、厳格に取り扱いされます。

　�ここで言う「２年以上」とは、最低１科目以上授業科目を履修している期間が通算して
２年以上あることを指します。「授業科目を履修した期間」は、専攻科又は４年制大学に
在籍する学生・科目等履修生としての期間です。
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　�申請に際して学位授与機構は、在学証明書・科目等履修単位取得証明書等にて学修期間
の合計が２年間以上あるか確認します。女子美術大学短期大学部専攻科に在籍する 1年
間だけで専攻科と大学科目等履修にて 62 単位修得しても学修期間２年間とは認められ
ません。科目等履修期間が半期のみの場合、学修期間も半期分しかカウントできません。
また、女子美術大学短期大学部専攻科と４年制大学科目等履修を並行して行った１年間
を各１年、計２年としてカウントすることもできません。

　４．学位申請について 
　�学位申請手順・修得科目要件等、学位申請に関して不明な点は、学位授与機構に電話に
て問い合わせできます。学位申請は、個人と学位授与機構間で行うため、ご本人が申請
前に申請要件等直接学位授与機構に確認してください。（電話番号については、ホーム
ページを確認してください。）

　
　大学改革支援・学位授与機構　学位に関する申請書類等　
　http://www.niad.ac.jp/n_gakui/application/shinseishiryou.html
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■教育の目標
自由な科目選択を通して多様な表現領域を横断的に学ぶことで、芸術的感性と知性を培い、
確かな技術を修得し、柔軟に考え自ら選択する力を養うことを教育目標とする。
このことにより自分の未来を描ける個性豊かな表現者や社会で活躍できる専門家を育成する。 

■学科の特長
幅広い専門科目と実技科目を置き、現代の多様化する美術、デザインの表現領域を多角的
にとらえたカリキュラムとなっています。本人の体験を通して専門分野を絞り込むことが
できるように選択制を取り入れ、１年次前期は専門領域を限定しないことにより学生はさ
まざまな表現領域を体験することができます。この事により、後期以降各自が選択する専
門領域において、前期に選択した実技経験を活かし個々の専門領域を見極め、より高度な
知識・技術を集中的に習得することができます。
そして、卒業後は専攻科への進学や、芸術学部３年次への編入学の道も開かれています。
また、芸術学部・短期大学部の間には単位互換協定があり、一部の授業は相互に履修する
ことが可能になっています。 

■カリキュラムの概要 
１年次前期の実技科目は、13 種類の科目から４科目を選択。中でも、デッサン力とパソコ
ンスキルの基本を習得する科目として、共通Ａ（観察描写）、共通Ｂ（デジタルデザイン）
を推奨しています。個々が志す領域に直結した授業を選ぶことはもとより、あえて異なる
領域の授業を履修することで自己表現の方法に幅を持たせることが可能となり、自分の個
性を見つけ出す第一歩となります。
後期からは、前期で体験した授業を基に、美術コース・デザインコース（グラフィック・
メディア・テキスタイル・プロダクト）の中から専門領域・分野を選択し、より専門性の
高い知識や技術を集中的に習得し、感性を磨いていきます。２年次後期からの卒業制作で
は、それまで培った知識や技術や表現力をもとに、自己の表現の可能性を探る大切な時間
となります。それは２年間の集大成であるとともに、社会に出て活躍するための出発点で
もあります。

短期大学部

造 形 学 科
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卒 業 条 件

本学を卒業するために必要な最低修得単位は次の通りです。
卒業を認定された者は、短期大学士（芸術）の学位が授与されます。

Ⅰ
共通科目

ファンデーション ４単位

24
単位  

グローバルな多様性社会に必要な知
識を身につける

６単位以上

美大生としての基礎力・創造力を養う ６単位以上

アートを社会と生活に生かす ２単位以上

語学力を高め世界で活躍する ２単位以上
　英語系から２単位以上必修

Ⅱ
専門科目

必修科目・選択必修科目
38
単位 

卒業所要単位　合計
62
単位

本学では、十分な学習時間を確保するため、１年間で登録できる単位の上限を１年次 42
単位、２年次 49 単位としています。
なお、以下の科目は登録上限単位に含みません。
　�共通科目　�アートを社会と生活に生かす「プロジェクト・スタディーズ」「インターンシッ

プ１～４」「国際芸術プログラム」
　専門科目　「卒業制作」
　資格科目
履修登録の際は、総単位数の合計を越えないよう履修科目の調整をしてください。
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共 通 科 目

＜共通科目一覧＞　P.30 参照

共通科目　ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）
短期大学部共通科目においては、以下を学位授与の条件とします。

【知識・理解】（教養・多様性の理解）
多様性を尊重する社会への理解および課題意識を醸成するために必要な学問的・実験的な
知識・理論を修得し、幅広い教養を身に付けている。

【関心・意欲・態度】（実践力、マネジメント力）
芸術の理論と技法を活用し、地域や社会の諸問題に主体的に取り組む実践力や他者と協働
し解決する力、生涯を通じて学ぶ姿勢とマネジメント力を身に付けている。

【思考・判断】（創造的思考力）
芸術分野における基礎的知識を修得し、それらを学術・創作研究として創造的に発展させ
る思考力・判断力を身に付けている。

【技能・表現】（表現・コミュニケーション力）
グローバル社会において自身の考えを的確に表現できる語学力や異文化に対する理解力を
高め、総合的なコミュニケーションを身に付けている。
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ファンデーション科目
　「女子美基礎講座」「女子美の教養」を柱として開設しています。「女子美基礎講座」では、
本学が輩出してきた過去から現在に至るまでに活躍する卒業生（および在学生）について
触れ、学生の未来へと繋げていくことで、本学の理念、女子美スピリッツを浸透、継承で
きる内容です。「女子美の教養」では、社会人、アーティストとして将来を歩んでいく際に、
教養教育の学びが自身の専攻分野、興味・関心とどのように結びついて社会に活かされる
のかを学びます。

・グローバルな多様性社会に必要な知識を身につける［多様性の理解］
　的確な情報収集や分析、理論的思考・判断能力を養い、人文、社会、自然科学に関する知識・
理解を深めるカリキュラムとなっています。次の３つの科目群から成り立っています。
●ジェンダー研究　　●国際社会と日本・文化　　　●自然環境と人間

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

多様性が尊重される社会において、ジェンダー、国際社会と日本、自然環境と人間、芸術
について広く学び自己理解をすることで、社会人にふさわしい考え方や幅広い教養を養う
科目を配置する。

・美大生としての基礎力・創造力を養う［創造的思考力］
　制作や研究に主体的、計画的に取り組む関心・意欲・態度を養います。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

美学、美術史、色彩や図学など、芸術分野における基礎力、芸術的感性を培い、独創性を
高めて具現化することのできる創造的思考力・判断力を養う科目を配置する。

・アートを社会と生活に生かす［実践力・マネジメント力］
　生涯を通して学ぶ創作、研究（持続可能なアートスキル）への関心・意欲・態度を養い、
地域社会への理解を深めるカリキュラムです。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

芸術的理論と技法を活用し、自分の未来像（キャリア）をデザインし、生涯にわたり広く
社会に貢献できる主体的な実践力、マネジメント力、協働する力を養う科目を配置する。

・語学力を高め世界で活躍する［表現・コミュニケーション力］
　創作や考えを伝える技能・表現・コミュニケーションスキルを身につけます。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

グローバル社会において多様な他者の文化的背景を理解し、自身の創作や考えについて的
確に伝えるコミュニケーション能力を養う科目を配置する。
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共通科目　開設一覧
科目区分 短大共通科目 対女子美術大学芸術学部単位互換科目 単位計授　業　科　目 単位数 年次 形態 授  業  科  目 単位数 年次 形態

ファンデーション 必 女 子 美 基 礎 講 座 2 1 講義 4

24
単
位

必 女 子 美 の 教 養 2 1 講義

グ
ロ
ー
バ
ル
な
多
様
性
社
会
に
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
る

ジェンダー
研究

※ 歴 史 の 中 の 女 性 2 1～ 2 講義

６
単
位
以
上

※ 女 性 と 法 2 1～ 2 講義
※ ジ ェ ン ダ ー 論 2 1～ 2 講義
※ ジェンダーとアート概論 2 1～ 2 講義

国際社会と�
日本・文化

△ 教 育 原 論 2 1 講義 ※ 哲 学 2 1～ 2 講義
保 育 原 理 2 1 講義 ※ 歴 史 学 2 1～ 2 講義

△ 法 学（ 日 本 国 憲 法 ） 2 1 講義 ※ 文 学 2 1～ 2 講義
児 童 家 庭 福 祉 学 2 1 講義 ※ 文 化 人 類 学 2 1～ 2 講義

※ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論 2 1～ 2 講義
※ 比 較 文 化 論 2 1～ 2 講義
※ 異 文 化 理 解 2 1～ 2 講義
※ 言 語 学 2 1～ 2 講義
※ 社 会 福 祉 学 2 1～ 2 講義
※ 国 際 関 係 論 2 1～ 2 講義
※ ア ー ト と 法 入 門 2 1～ 2 講義
※ 芸 術 文 化 政 策 論 2 1～ 2 講義
※ ※ 1 日 本 語 Ａ 1 1～ 2 演習
※ ※ 2 日 本 語 Ｂ 1 1～ 2 演習

自然環境と
人間

△ 教 育 心 理 学 2 1 講義 ※ 数 理 科 学 2 1～ 2 講義
△ 健 康 科 学 Ａ 1 1 演習 ※ 生 命 科 学 2 1～ 2 講義
△ 健 康 科 学 Ｂ 1 1 演習 ※ 心 理 学 2 1～ 2 講義
保 育 の 心 理 学 2 1 講義 ※ 環 境 論 2 1～ 2 講義
子どもの保健・食・栄養 2 1 講義 ※ ス ポ ー ツ 演 習 Ａ 1 1～ 2 演習

※ ス ポ ー ツ 演 習 Ｂ 1 1～ 2 演習
※ 精 神 保 健 2 1～ 2 講義
※ 身 体 機 能 論 2 1～ 2 講義

美
大
生
と
し
て
の
基
礎
力
・
創
造
力
を
養
う

芸術

△ 西 洋 美 術 史 Ａ（ 美 ） 2 1 講義 ※ 西 洋 美 術 史 特 論 Ａ 2 1～ 2 講義

６
単
位
以
上

△ 西 洋 美 術 史 Ｂ 2 1 講義 ※ 西 洋 美 術 史 特 論 Ｂ 2 1～ 2 講義
△ 日 本 美 術 史 Ａ（ 美 ） 2 1 講義 ※ 西 洋 美 術 史 特 論 Ｃ 2 1～ 2 講義
デ ザ イ ン 史（ デ ） 2 1 講義 ※ 日 本 美 術 史 特 論 Ａ 2 1～ 2 講義
色　 　 彩　　 学（ デ ） 2 1 講義 ※ 日 本 美 術 史 特 論 Ｂ 2 1～ 2 講義
造 形 材 料 学 2 1 講義 ※ 日 本 美 術 史 特 論 Ｃ 2 1～ 2 講義
写 真 概 論 2 1 講義 ※ 東 洋 美 術 史 特 論 Ａ 2 1～ 2 講義

△ 日 本 美 術 史 Ｂ 2 2 講義 ※ 現 代 美 学 2 1～ 2 講義
△ 東 洋 美 術 史 2 2 講義 ※ 芸 術 学 Ｂ 2 1～ 2 講義
△ 美 学 概 論 2 2 講義 ※ 芸 術 学 Ｃ 2 1～ 2 講義
広 告 論 2 2 講義 ※ 現 代 美 術 論 2 1～ 2 講義
デ ザ イ ン 法 令 論 2 2 講義 ※ 美 術 解 剖 学 Ａ 2 1～ 2 講義
写 真 実 習 2 2 実習 ※ 美 術 解 剖 学 Ｂ 2 1～ 2 講義
記 号 論 2 2 講義 ※ 図 学 Ａ 2 1～ 2 講義

※ 図 学 Ｂ 2 1～ 2 講義
※ 文 化 遺 産 学 2 1～ 2 講義
※ 色 彩 学 Ａ 2 1～ 2 講義
※ 色 彩 学 Ｂ 2 1～ 2 講義
※ 造 形 心 理 学 2 1～ 2 講義

ア
ー
ト
を
社
会
と
生
活
に
生
か
す

実践する�
アート

国 際 芸 術 プ ロ グ ラ ム 2 1～ 2 演習 ※ 地 域 共 創 学 2 1～ 2 講義

２
単
位
以
上

プロジェクト・スタディーズ 2 1～ 2 演習 ※ アーティスト･イン･レジデンス概論 2 1～ 2 講義
※ カラーコーディネート基礎 2 1～ 2 講義
※ 表 現 と 癒 し の 営 み 2 1～ 2 講義
※ 子 ど も 発 達 論 2 1～ 2 講義
※ イ ン テ リ ア デ ザ イ ン 史 2 1～ 2 講義

キャリア�
リテラシー

△ 情 報 メ デ ィ ア 基 礎 演 習 2 1 演習
イ ン タ ー ン シ ッ プ 1 1 1～ 2 実技
イ ン タ ー ン シ ッ プ 2 2 1～ 2 実技
イ ン タ ー ン シ ッ プ 3 3 1～ 2 実技
イ ン タ ー ン シ ッ プ 4 4 1～ 2 実技
キ ャ リ ア 形 成 2 1～ 2 講義

語
学
力
を
高
め
世
界
で
活
躍
す
る

語学力を�
高める

△ Joshibi Foundation English A 1 1 演習 ※ Joshibi Global English Ａ 1 1 ～ 2

演習

２
単
位
以
上
（
英
語
系
科
目
か
ら
２
単
位
以
上
必
修
）

△ Joshibi Foundation English B 1 1 演習 ※ Joshibi Global English Ｂ 1 1 ～ 2
※ English Conversation Ａ 1 1 ～ 2
※ English Conversation Ｂ 1 1 ～ 2
※ フ ラ ン ス 語 Ⅰ Ａ 1 1～ 2
※ フ ラ ン ス 語 Ⅰ Ｂ 1 1～ 2
※ イ タ リ ア 語 Ⅰ Ａ 1 1～ 2
※ イ タ リ ア 語 Ⅰ Ｂ 1 1～ 2
※ ド イ ツ 語 Ⅰ Ａ 1 1～ 2
※ ド イ ツ 語 Ⅰ Ｂ 1 1～ 2
※ 中 国 語 Ⅰ Ａ 1 1～ 2
※ 中 国 語 Ⅰ Ｂ 1 1～ 2
※ フ ラ ン ス 語 Ⅱ Ａ 1 1～ 2
※ フ ラ ン ス 語 Ⅱ Ｂ 1 1～ 2
※ イ タ リ ア 語 Ⅱ Ａ 1 1～ 2
※ イ タ リ ア 語 Ⅱ Ｂ 1 1～ 2
※ ド イ ツ 語 Ⅱ Ａ 1 1～ 2
※ ド イ ツ 語 Ⅱ Ｂ 1 1～ 2
※ 中 国 語 Ⅱ Ａ 1 1～ 2
※ 中 国 語 Ⅱ Ｂ 1 1～ 2

 必　…必修科目。
（美）…美術コース必修科目。
（デ）…デザインコース選択必修科目。
 △   …�教育職員免許状二種免許状（美術）を取得するための必修・選択必修科目。
　　　 「西洋美術史A」「西洋美術史B」はいずれか必修。「日本美術史A」「日本美術史B」はいずれか必修。
 ※   …芸術学部開設単位互換科目
 ※１・２…「日本語A」「日本語B」は外国人留学生のみ履修可能。
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＜履修上の注意＞
●ファンデーション
　「女子美基礎講座」「女子美の教養」は 1年次必修科目です。

●国際社会と日本・文化
　�単位互換科目「日本語 A」「日本語 B」は外国人留学生（在留資格「留学」）のための科目です。講義
を聴いたり、レポートを書くのに役立つ科目ですので、外国人留学生はなるべく「日本語Ａ」「日本語Ｂ」
を履修するようにしてください。なお「日本語Ａ」「日本語Ｂ」は、原則、同一年度に両方履修して
ください。

●自然環境と人間
　「健康科学Ａ」「健康科学Ｂ」単位互換科目「スポーツ演習 A」「スポーツ演習 B」は履修人数に制限
がありますので、Web 抽選を行います。ポータルサイトで抽選希望の登録をしてください。抽選に漏
れた場合は、空きのある科目にのみ再申請することができます。

●芸術
　「西洋美術史Ａ」「日本美術史Ａ」は美術コースの専門必修科目となります。共通科目としては単位算
入しませんので、注意してください。
「デザイン史」「色彩学」はデザインコースの選択必修科目となります。両方の科目を単位修得した場合
は、１科目は「共通科目」に算入します。

●語学力を高める
　�英語系科目から２単位以上必修です。同一科目のＡ・Ｂは原則、同一年度に両方履修してください。
単位互換科目の英語系科目は履修人数に制限があるため、「Joshibi Foundation English A」「Joshibi 
Foundation English Ｂ」の２単位分を１年次に履修することを推奨します。
　「科目名」Ａ、Ｂは独立した科目なので、ＡとＢで異なる担当教員を受講することも可能です。また
Ａのみ単位修得した学生が、翌年後にＢのみ受講することもできます。
　全て抽選対象科目となります。Ａ、Ｂそれぞれ抽選申込みが必要となります。
　「外国語検定資格の技能審査」による単位認定の制度もあります。（P.20）

対女子美術大学単位互換科目
　�単位互換科目履修にあたっての詳細は、P.21、22 単位互換制度（対女子美術大学芸術学部単位互換）
を確認してください。

専攻科科目　科目等履修 
●�履修する年度の４月１日現在で満 22 歳以上の造形学科生について専攻科選択科目の「臨床美術」（夏
期集中講義予定）を科目等履修生として履修することができます。履修が決定した段階で約 20,000
円程度（テキスト代および資格認定費用等）別途かかります。「臨床美術」は単位修得と同時に「臨
床美術士」５級資格を取得することができます。なお、修得単位は造形学科の卒業要件単位には含ま
れません。造形学科卒業後、専攻科に進学した場合は、既修得単位として専攻科の単位に認定します。
希望者は履修登録期間中に教育支援センターにて申込手続きをしてください。
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美 術 コ ー ス

ファインアートの分野では、自己表現を重視した創作活動を行います。１年次後期からは、
油彩、版画、日本画、塑造などの専門分野を自由に行き来しながら、古典的な技法から現
代的な表現方法まで幅広く学び、平面や立体の枠にとらわれることなく、独自のスタイル
確立に向けて探求を深めていきます。

１．教育の目標
自然から謙虚に学ぶことを根幹に置き、見ることと表現することの素晴らしさを追求しま
す。それによって、豊かな感性と確かな表現力を身につけるとともに、創作を通じて豊か
な情操を育成します。

２．本分野の特長
平面と立体の枠にとらわれず、多様な表現を幅広く経験することができます。課題には豊
富な選択肢が用意されており、さまざまな素材や技術、媒材、手段を学びながら、それぞ
れの表現方法を追求していきます。その過程で、個性やオリジナリティを大切にしながら、
多彩な表現へと発展させていきます。

３．カリキュラムの概要
１年次後期では、絵画、版画、彫塑の基礎を中心に学びます。２年次前期からは、特定の
分野を深く掘り下げたり、複数の分野を横断的に学んだりすることが可能です。
造形の基本的な学習としては、１年次後期に「美術」、２年次前期に「絵画」や「彫塑」を学び、
観察と表現の本質を理解します。また、「造形表現 Ⅰ・Ⅱ」（Ⅰは１年次、Ⅱは２年次）で
は、多様な素材や技術を体験し、表現の幅を広げます。さらに、「造形研究 Ⅰ・Ⅱ」（Ⅰは
１年次、Ⅱは２年次）では、それぞれの分野を深く追究し、油彩や日本画、版画、彫塑な
どの専門的な応用や展開について学びます。
２年次後期の「卒業制作」では、これまでの学びの集大成として、それぞれの専門分野で
の表現をさらに発展させ、個性やオリジナリティあふれる作品制作に取り組みます。
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デ ザ イ ン コ ー ス

デザインとは本質を見極め、それを可視化すること。さらに、社会や人にとって有益であ
ることが重要です。デザインの分野は多岐にわたりますが、共通することは表現によって
創造することです。
デザインコースには、「グラフィック」「メディア」「テキスタイル」「プロダクト」の４つ
の分野があり、そのうちからひとつを選択し学びます。
「グラフィック」は印刷媒体を中心としたヴィジュアルコミュニケーションを、「メディア」
は映像・アニメーションをはじめとした多様な媒体表現を、「テキスタイル」は染・織の技
術を学びながら暮らしを彩る提案を、「プロダクト」は生活用品やインテリア雑貨など暮ら
しを支えるモノづくりを、それぞれの専門分野に特化した知識や技術、表現力を身につけ
ます。

１．教育の目標
現代社会のさまざまな場面で、思考力や創造性を生かし幅広く活躍できるクリエーターや
デザイナーを育成します。

２．本分野の特長
一人ひとりの個性を大切にし、造形表現の基礎教育および感性を鍛えるトレーニングを積
み重ね、既成概念にとらわれない自由な物の見方や発想力を習得します。

３．カリキュラムの概要
デザインの基礎となる観察力や発想力を表現とともに学ぶ「デザイン基礎Ⅰ」、コンピュー
タソフトの基本的な操作方法を習得する「コンピュータ実習」を全分野共通で学びます。
その後、「グラフィック」「メディア」「テキスタイル」「プロダクト」の４分野に別れ、「デ
ザイン基礎Ⅱ」「デザイン表現Ⅰ」「デザイン表現Ⅱ」「デザイン表現Ⅲ」「デザイン表現Ⅳ」
の実技授業を通して、各分野の造詣を深めるとともに豊かな創造力と表現力を培っていき
ます。
集大成としての「卒業制作」では、将来を見据えながら、これまでの学びを活かした新た
な作品制作に挑戦していきます。
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専 門 科 目

専門科目（38単位履修のこと）
＊印の科目は時間割表には表示していません。専門科目時間帯（実技時間帯）に行う授業科目
であり、各コースのスケジュール表を参照すること。履修方法については、１年次前期の「基礎
造形」に関しては、４月のガイダンスの指示に従ってください。１年次後期以降の実技に関しては、
後期選択する分野の研究室の指示に従ってください。 

１年次前期

専門科目
必修科目（美術コース・デザインコース共通）

１年次前期
計 

科目名 単位 形態

＊ 基礎造形（美術Ａ・油彩） ２

13 科目から
４科目選択 演習

10 

＊ 基礎造形（美術Ｂ・日本画） ２

＊ 基礎造形（美術Ｃ・版画） ２

＊ 基礎造形（美術Ｄ・テラコッタ） ２

＊ 基礎造形（共通Ａ・観察描写） ２

＊ 基礎造形（共通Ｂ・デジタルデザイン） ２

＊ 基礎造形（デザインＡ・ヴィジュアル表現） ２

＊ 基礎造形（デザインＢ・映像） ２

＊ 基礎造形（デザインＣ・造形発想ワークショップ） ２

＊ 基礎造形（デザインＤ・染） ２

＊ 基礎造形（デザインＥ・織） ２

＊ 基礎造形（デザインＦ・陶と灯りの造形） ２

＊ 基礎造形（デザインＧ・ウッドクラフト） ２

造形概論 ２ 講義

 「基礎造形」13 科目の中から４科目を選択し、各２単位、計８単位を履修してください。選択した４種類の科
目は、１年次前期の実技時間において、１種類につき３週間、計 12 週間の授業を行います。
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１年次後期～２年次

美術コース

１　年　次　後　期 ２　年　次
計

科　目　名 単位 形態 科　目　名 単位 形態

必
修
科
目

＊美術 ２

実技

＊造形研究Ⅱ ２
実技

24

28

＊造形研究Ⅰ ３ ＊造形表現Ⅱ ２

＊造形表現Ⅰ １ 　造形論 ２ 講義

　西洋美術史Ａ ２
講義

＊卒業制作 ６ 実技

　日本美術史Ａ ２ 　共通プログラム ２ 演習
選　
　

択

必
修
科
目

＊絵画 ４
４ 実技 ４

＊彫塑 ４

デザインコース　（グラフィック・メディア・テキスタイル・プロダクト） 

１　年　次　後　期 ２　年　次
計 

科　目　名 単位 形態 科　目　名 単位 形態

必
修
科
目

＊コンピュータ実習 １

実技

＊デザイン表現Ⅰ ２

実技
22

28 

＊デザイン基礎Ⅰ １ ＊デザイン表現Ⅱ ２

＊デザイン基礎Ⅱ ４ ＊デザイン表現Ⅲ ２

＊デザイン表現Ⅳ ２

＊卒業制作 ６

　共通プログラム ２ 演習

選
択
必
修
科
目

　情報デザイン概論 ２

２

講義

　情報メディア論 ２

2 講義

6

　テキスタイルデザイン概論 ２ 　染織デザイン論 ２

　プロダクトデザイン概論 ２ 　プロダクトデザイン発想法 ２

　デザイン史 ２ ２
（注1）　色彩学 ２

（注１）「デザイン史」「色彩学」どちらも履修した場合、２単位分は共通科目として取り扱う。
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カリキュラムマップ　（美術コース、デザインコース〔グラフィック・メディア・テキスタイル・プロダクト〕）
到達指標
専門科目
１．社会人にふさわしい教養、考え方を身につけている。
２．美術、デザインの専門能力を修得し、広い視野と洞察力によって独自の発想を表現することができる。
３．自らの創作について、他者に伝えるプレゼンテーション能力、コミュニケーション能力を身につけている。
４．美術、デザインの活動を通して、広く社会に貢献できる能力を身につけている。

共通科目
１．【知識・理解】（教養・多様性の理解）

多様性を尊重する社会への理解および課題意識を醸成するために必要な学問的・実験的な知識・理論を修得し、
幅広い教養を身に付けている。

２．【関心・意欲・態度】（実践力、マネジメント力 )
芸術の理論と技法を活用し、地域や社会の諸問題に主体的に取り組む実践力や他者と協働し解決する力、生
涯を通じて学ぶ姿勢とマネジメント力を身に付けている。

３．【思考・判断】（創造的思考力 )
芸術分野における基礎的知識を修得し、それらを学術・創作研究として創造的に発展させる思考力・判断力
を身に付けている。

４．【技能 ･表現】（表現・コミュニケーションカ )
グローバル社会において自身の考えを的確に表現できる語学力や異文化に対する理解力を高め、総合的なコ
ミュニケーション力を身に付けている。

★専門科目
開講�
時期 期 科目ナンバリング

（2025 年 4月〜） 科目名 到達指標
1 2 3 4

１
年
次
生

前
期

7A031-1 他 基礎造形 ○
7A421-1 造形概論 ○

後
期

7C031-1 美術 ○
7C061-1 造形研究Ⅰ ○ ○
7C091-1 造形表現Ⅰ ○ ○
7C121-1 西洋美術史 A ○ ○
7C151-1 日本美術史 A ○ ○
7D031-1 コンピュータ実習 ○ ○
7D061-1 デザイン基礎Ⅰ ○ ○
7D091-1
7D092-1 デザイン基礎Ⅱ ○ ○

7D121-1 情報デザイン概論 ○ ○
7D151-1 テキスタイルデザイン概論 ○ ○
7D181-1 プロダクトデザイン概論 ○ ○
7D211-1 デザイン史 ○
7D211-1 色彩学 ○

２
年
次
生

前
期

7C301-2 造形論 ○ ○
7B011-2 共通プログラム ○ ○ ○
7D421-2 染織デザイン論 ○ ○
7D391-2 情報メディア論 ○
7C181-2 絵画 ○
7C211-2 彫塑 ○
7C241-2 造形研究Ⅱ ○
7C271-2 造形表現Ⅱ ○
7D271-2 デザイン表現Ⅰ ○ ○
7D301-2 デザイン表現Ⅱ ○ ○
7D331-2 デザイン表現Ⅲ ○ ○
7D361-2 デザイン表現Ⅳ ○ ○

後
期

7D451-2 プロダクトデザイン発想法 ○ ○
7D331-2
7D481-2 卒業制作 ○ ○

★共通科目

開講 
時期 科目名 科目ナンバリング

（2025 年 4月〜）
到達指標
1 2 3 4

１
年
次
生

女子美基礎講座 71031-1 ○ ○ ○
女子美の教養 71061-1 ○ ○ ○
教育原論 72031-1 ○ ○
保育原理 72061-1 ○
法学（日本国憲法） 72091-1 ○ ○
児童家庭福祉学 72121-1 ○
教育心理学 72151-1 ○ ○
健康科学 A 72181-1 ○ ○
健康科学 B 72211-1 ○ ○
保育の心理学 72241-1 ○
子どもの保健・食・栄養 72271-1 ○
西洋美術史 A 73031-1 ○
西洋美術史 B 73061-1 ○
日本美術史 A 73091-1 ○
デザイン史 73151-1 ○
色彩学 73181-1 ○
造形材料学 73211-1 ○
写真概論 73331-1 ○
情報メディア基礎演習 74241-1

74242-1 ○ ○

Joshibi Foundation English A 75031-1 ○ ○
Joshibi Foundation English B 75061-1 ○ ○

１
年
次
〜
２
年
次
生

国際芸術プログラム 74031-1_2 ○ ○ ○ ○
プロジェクト･スタディーズ 74061-1_2 ○ ○ ○ ○
インターンシップ 1 74091-1_2 ○ ○ ○
インターンシップ 2 74121-1_2 ○ ○ ○
インターンシップ３ 74151-1_2 ○ ○ ○
インターンシップ４ 74181-1_2 ○ ○ ○
キャリア形成 74212-1_2 ○ ○

２
年
次
生

日本美術史 B 73121-2 ○
東洋美術史 73241-2 ○
美学概論 73271-2 ○
広告論 73301-2 ○
デザイン法令論 73361-2 ○
写真実習 73391-2 ○
記号論 73241-2 ○

※ カリキュラムマップとは、到達指標が、どの授業科目でどのように達成されるかの相関関係を一覧表にしたもの
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カリキュラムツリー　（美術コース、デザインコース〔グラフィック・メディア・テキスタイル・プロダクト〕）
１年次 ２年次

前期 後期 前期 後期

専 

門 

科 

目

共通プログラム

基礎造形
造形概論

→ 美術
コース

造形研究Ⅰ

→

造形研究Ⅱ →

卒業制作
造形表現Ⅰ 造形表現Ⅱ →
美術 絵画 →

彫塑 →
西洋美術史A
日本美術史A 造形論

→ デザイン
コース

コンピュータ
実習 →

デザイン
基礎Ⅱ → デザイン

表現Ⅰ → デザイン
表現Ⅱ → デザイン

表現Ⅲ → デザイン
表現Ⅳ → 卒業制作

デザイン
基礎Ⅰ →

情報デザイン概論 → 情報メディア論
テキスタイルデザイン概論 → 染織デザイン論
プロダクトデザイン概論 → → プロダクトデザイン発想法
デザイン史
色彩学

共 

通 

科 

目

ファンデーション
グローバルな多様性社会に必要な知識を身につける
美大生としての基礎力・創造力を養う
アートを社会と生活に生かす
語学力を高め世界で活躍する

※ カリキュラムツリーとは、短期大学部で掲げている教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ及び各授業科目のつながりを示したもの
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教 育 職 員 免 許 状 取 得

今日、幼稚園から高等学校にいたる学校の教員になるためには、教育職員免許法の規定に
従って、教員免許状を取得しなければなりません。
現在の教員養成制度では、教員養成を大学で行うことを建前としており、一般には教員養
成を行うのに適当であると文部科学大臣が認定した「課程」を置いている大学で、所定の
単位を修得したものに対して、所轄庁（都道府県の教育委員会）が教員免許状を授与する
という制度になっています。
本学においても教員免許状の取得を希望する者は少なくありません。しかし、実際に教員に
なるためには、卒業に必要とされる科目の履修はもとより、教員としての固有の専門性を養
うとともに、各教科を担当するにふさわしい教養を十分に積むことが求められています。
　本学で取得できる教員免許状は、次のとおりです。

学　科 中学校教諭二種免許状

造形学科 美　術

教員養成専修プログラム
教員養成専修は、短期大学部入学後に美術コースやデザインコースの実技を学びながら、
中学校教諭二種免許状（美術）の取得を目指し、卒業した後には中学校教諭（学部編入希
望の方は中学校または高校教諭）になることを目標とする方を対象としたプログラムです。
卒業後、教員になることを目指している方は、教員養成専修プログラムを履修してくださ
い。（「教員養成専修」を選択しない場合も中学校教諭二種免許状（美術）を取得する教職
課程を履修することはできます。）

教員養成専修プログラム履修内容
�中学校教諭二種免許状（美術）取得のための必修科目に加えて、より専門性の高い科目※
を履修しつつ、小・中学校など学外での現場体験を積みます。また教員採用選考対策のた
めの自主的活動の場を設け、教員として必要な自己研修の力を身につけます。 
※教育の基礎的理解に関する科目（選択科目）・大学が独自に設定する科目　P.40・41参照

教職課程の授業科目の構成
免許状取得資格は「教育職員免許法」、「同法施行規則」に定める基礎資格および所要単位
を修得したものに与えられ、その単位は教職に特有な専門性を養う目的で定められた「教
育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教
育相談等に関する科目」「教職実践に関する科目」、免許教科ごとに必要とされる「教科及
び教科の指導法に関する科目」、「大学が独自に設定する科目」、および「教育職員免許法
施行規則第 66 条の 6に定める科目」に分かれています。

所要資格

免許状の種類
基礎資格

大学における最低修得単位数
教科及び教
科の指導法
に関する科目

教育の基礎
的理解に関
する科目

道徳、総合的な学習の時間
等の指導法及び生徒指導、
教育相談等に関する科目

教育実践
に関する
科目

大学が独
自に設定
する科目

第66条の
6 に定め
る科目

中学校教諭
二種免許状

短期大学士の学位
を有すること。 12 6 6 7 ４ ８

（備　考）
　�各教科の指導法に関する科目及び教諭の教育の基礎的理解に関する科目等の大学におけ
る最低修得単位数については、当分の間その半数までの単位は当該免許状に係る教科に
関する専門的事項に関する科目について修得することができます。（免許法施行規則第
４条備考 9）



39

教職課程の履修方法（つづき）
　�・�中学校教諭二種免許状（美術）を取得するためには卒業要件の単位修得に加え、以下の

１～５の科目の単位修得や要件を満たす必要があります。
　�・�本学 4年制大学への 3年次編入学希望者で一種教員免許状を取得する場合、原則として

短期大学部において二種免許状を取得しておく必要があります。

１. 教育の基礎的理解に関する科目等

免許法施行規則に定める科目区分および最低修得単位数 本学で定める最低修得単位数

科目 各科目に含める必要事項 単位数 開設
学年 授業科目 単位数 

必修 選択 

教育の基礎的理解に
関する科目

・�教職の意義及び教員の役割・
職務内容（チーム学校運営へ
の対応を含む。）

6（3）

１ 教職概論 ２

・�教育の理念並びに教育に関す
る歴史及び思想
・�教育に関する社会的、制度的
又は経営的事項 （学校と地域
との連携及び学校安全への対
応を含む。）

１ 教育原論 ２

１ 現代教育論特講Ａ ２

２ 現代教育論特講Ｂ ２

・�幼児、児童及び生徒の心身の
発達及び学習の過程 １ 教育心理学 ２

・�特別の支援を必要とする幼児、
児童及び生徒に対する理解 1 特別支援教育論 1

・�教育課程の意義及び編成の方
法 （カリキュラム・マネジメント
を含む。）

１ 教育課程論 ２

道徳、総合的な学習
の時間等の指導法及
び生徒指導、教育相
談等に関する科目

・道徳の理論及び指導法

6（3）

１ 道徳教育論 ２ 

・�総合的な学習の時間の指導法
２ 特別活動論（総合的な学

習の時間の指導法を含む） ２ 
・特別活動の指導法

・�教育の方法及び技術
１

教育方法論（情報通信
技術を活用した教育の
理論及び方法を含む）

２ ・�情報通信技術を活用した教育
の理論及び方法

・�生徒指導の理論及び方法
２ 生徒指導論

（進路指導含む） ２ ・�進路指導及びキャリア教育の
理論及び方法

・�教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む。）の
理論及び方法

２ 教育相談論 ２ 

教育実践に関する科
目

教職実践演習 2 ２ 教職実践演習（中学校） ２ 

教育実習 ５（3）

１ 教育実習指導 １

２ 教育実習Ａ ２

２ 教育実習Ｂ ２

計　 24 6

  （備　考）
  （1）�カッコ内の単位数は中学において「美術」の免許状を取得する者の修得すべき最低単

位数です。（免許法施行規則第４条備考 9）
  （2）�前項により「美術」の免許状取得にあたっては「教育実習Ｂ」の単位を欠くことがで

きます。
  （3）�「教育原論」「教育心理学」は共通科目として卒業所要単位に含めることができます。

それ以外の科目は教員免許取得のための独立した科目です。卒業要件には含まれない
ので注意してください。

  （4）�選択科目（６単位）は、原則教員養成専修学生のみ履修できます（教員養成専修学生
以外の履修希望者については選抜します）。

  （5）�「教育実習」は大学における事前・事後指導と、都内外の中学校における現場実習によっ
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て単位を修得するため、周到な準備と相応の学力が要求されます。したがって、実習
の前提条件として１年次の「教育の基礎的理解に関する科目等」を１年次後期までに
修得することが必要となります。また数次にわたる対外折衝を経て実施される関係上、
所定の手続を怠ることなく、大学の指示に必ず従ってください。

２．教科及び教科の指導法に関する科目
　�各コース分野に応じ、 免許法施行規則に定める 「各科目に含めることが必要な事項」ごとに
決められた最低必要単位数を満たし、かつ、合計で12単位以上修得しなければなりません。
（免許法施行規則第 4条）

免許状の種類 中学校二種免許状（美術）

科目区分
各項目に含める
ことが必要な事項

開設
学年

本学で定める
開設授業科目

単位数 形態
教職課程履
修上の注意

最低必要
単位数

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教科に関する
専門的事項

絵　画
（映像メディア
表現を含む。）

２
教職絵画 ２ 演習 必修

３絵画 ４ 実技
コンピュータ演習Ａ※1 １ 演習 必修

彫　刻
１ 教職彫塑 ２ 演習 必修

２
２ 彫塑 ４ 実技

デザイン
（映像メディア
表現を含む。）

１
コンピュータ実習 １ 実技

３
デザイン基礎Ⅰ １ 演習

２
教職デザイン ２ 演習 必修
コンピュータ演習Ｂ※1 １ 演習 必修

工　芸 １ 教職工芸 ２ 演習 必修 ２

美術理論・美術
史（鑑賞並びに
日本の伝統美術
及びアジアの美
術を含む。）

１

情報デザイン概論 ２ 講義

８

プロダクトデザイン概論 ２ 講義
西洋美術史Ａ※２ ２ 講義 いずれか

１科目必修西洋美術史Ｂ※２ ２ 講義
日本美術史Ａ※２ ２ 講義 いずれか

１科目必修

２

日本美術史Ｂ※２ ２ 講義
東洋美術史※２ ２ 講義 必修
美学概論※２ ２ 講義 必修
染織デザイン論 ２ 講義

各教科の指導法（情報通信技術の活
用を含む。）

1 美術科教育法Ａ 2 講義 必修 2

※ 1　科目の内容に映像メディア表現を含む。
※ 2　科目の内容に鑑賞並びに日本の伝統美術及びアジアの美術を含む。

（備　考） 
（1）�専門科目一覧における卒業必修科目がすべて「教科及び教科の指導法に関する科目」と

して文部科学省から認定を受けている訳ではありませんので、履修については、間違いの
ないようにしてください。また、上記科目は、一般的・包括的な内容でなければならない
と定められていますので、各分野ごとの事項に従い、網羅的に単位を修得しなければなり
ません。

（2）�「西洋美術史Ａ」「西洋美術史Ｂ」「日本美術史Ａ」「日本美術史Ｂ」「東洋美術史」「美学
概論」は卒業要件となる共通科目に開設されています。

（3）�美術コースは1年次専門科目に「西洋美術史Ａ」「日本美術史Ａ」が含まれているので、「教
科及び教科の指導法に関する科目」に充当します。

（4）�「教職彫塑」「教職工芸」「教職絵画」「教職デザイン」「コンピュータ演習Ａ」「コンピュー
タ演習Ｂ」は教員免許状取得のための独立した科目です。卒業要件には含まれません。
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３．大学が独自に設定する科目
　�「大学が独自に設定する科目」については、教員免許申請上最低４単位を履修しなければな
りません。この４単位は、「教科及び教科の指導法に関する科目」、「教育の基礎的理解に関
する科目」、「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」、
「教育実践に関する科目」から余剰となる単位を充当することができます。

・�「総合演習 A」「総合演習 B」は原則教員養成専修学生のみ履修できます。（教員養成専修
学生以外の履修希望者については、選抜します）

１　年　次

科　目　名 単位 形態

選　

択

総合演習A ２
演習 

総合演習 B ２

４．教育職員免許法施行規則第 66 条の 6に定める科目 
　�法令上、教員の資質として必修が義務付けられている「日本国憲法」「体育」「外国語コミュ
ニケーション」「情報機器の操作」の4区分についてふさわしい授業科目を割り当てています。

免許状の種類 中学校二種免許状

免許法施行規制に
定める科目区分

開設
学年 本学で定める開設授業科目 単位 形態 教職課程

履修上の注意
日本国憲法 １ 法学（日本国憲法） ２ 講義 必修

体育 １
健康科学 A 1 演習

必修
健康科学 B 1 演習

外国語コミュニケー
ション １

Joshibi Foundation English A 1 演習
必修

Joshibi Foundation English B 1 演習
数理、データ活用及
び人工知能に関する
科目又は情報機器
の操作

１ 情報メディア基礎演習 ２ 演習 必修

５．その他の要件

介護等体験 7日間（特別支援学校：2日間、社会福祉施設等：5日間）
平成 10 年４月１日からは教員の資質向上を図り、義務教育の一層の充実を図る観点から、
障害者、高齢者に対する介護、介助、交流等の体験を行わせることを目的とする「介護
等体験」（教育職員免許法の特例等に関する法律より）を 7日間以上行うことが義務付け
られています。本学においては原則 1年次に実施します。 

教育職員免許状の申請手続き等
教育職員免許法に定められた科目・単位を修得した者には、教員免許状が授与されます。
教員免許状の申請は本来申請者が免許法に定める「基礎資格」および「所要単位」を修
得した後、居住地の都道府県教育委員会（授与権者）に申請手続きをすることが建前となっ
ています。
しかし東京都では、事務処理の都合から、都内に所在する大学を卒業する者が大学を通
して一括申請する場合に限り卒業時に免許状を授与する制度をとっています（一括申請
という）。一括申請は１年次４月の教職課程履修登録と同時の申し込みとなります。一括
申請ができない場合（単位未修得等）は、卒業後各自で、居住地の教育委員会に申請す
ることになります（個人申請という）。
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免許状取得後
卒業後、教員免許状に係る事務はすべて授与権者である都道府県の教育委員会が行うこ
とになります。したがって、下記の事項については直接授与権者に申請してください。 
　○免許状の書きかえ（改姓、本籍変更等） 
　○免許状再交付（紛失等では再交付されない。盗難、火災による場合は証明書が必要） 
　○免許状授与証明書
なお、「免許状の写し」が必要な時は、本人が免許状を両面ともにコピーし、提出すれ
ばよいことになっています。

教員採用選考
卒業後、公立学校の教員を希望する者は、都道府県および市の教育委員会で実施する公
立学校教育職員採用選考を受験しなければなりません。
選考日は一定していませんが、多くは７月～８月に実施されています。詳細は各都道府
県のホームページを参照してください。
なお、「美術」の教科については中学校教諭の免許状を有する者は、当分の間、美術を
担当する小学校の教諭または講師になることができます。 
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■教育の目標
�短期大学における大学院にあたり、少人数制で密度の濃い１年の課程によって学生ひとり
ひとりのキャリアに広がりと奥行きを与えていきます。実践に即した専門的知識と高度な
技術の習得を目指します。 

■学科の特長
「大学改革支援・学位授与機構認定専攻科」となっているため、大学卒業と同等の資格「学
士の学位」取得を目指す場合、専攻科で修得した単位をすべて学位申請用の単位とするこ
とが可能です。また、現代の美術やデザインに求められる幅広い知識から、プレゼンテーショ
ンの技術等まで、社会に対応した実践的なスキルアップが可能な科目を設置しています。 

■カリキュラムの概要 
１年間、美術コース、デザインコースに分かれて実技を中心とした専門教育を行います。
各コースにおける必修の専門科目のほか、共通の必修科目、選択科目を設置しており、共
通の選択科目の中ではコースに関わり無く幅広い分野の様々な科目を履修する事ができま
す。

短期大学部

専  攻  科
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短 期 大 学 部 専 攻 科 履 修 方 法

専攻科修了の資格を得るためには、必修科目 30 単位を修得しなければなりません｡ 表中
の＊印の科目は､ 時間割表には「演習（実技）」と表示されていますので、履修方法につい
ては各研究室の指示に従ってください。

　開設科目一覧 
●共通選択科目 

選　択　科　目 講
義

演
習

実
技 

企画・プレゼンテーション技法 ２

舞台美術表現 ２

保存修復学 ２

アニメーション論 ２

パブリックアート論 ２

美術館博物館学 ２

臨床美術 ２

古美術研究 ２

国際芸術プログラム ２

プロジェクトスタディーズⅡ ２

インターンシップⅡ−1 １

インターンシップⅡ−２ ２

インターンシップⅡ−３ ３

インターンシップⅡ−４ ４

１．臨床美術
「臨床美術」（夏期集中講義予定）の授業を受け単位修得することにより「臨床美術士」５級
の資格を取得することができます｡
�履修が決定した段階でテキスト代および資格認定費用等として別途費用（約 20,000 円程度）を
事前に所定の期間に納入する必要があります｡
�また、単位のみ修得することはできませんので注意してください｡
�詳細については、杉並教育支援センターに確認してください｡

２．インターンシップ
インターンシップとは学生が一定期間企業等において研修生として働き、自分の将来に関連
のある就業体験を行う制度のことを言います。インターンシップ先が決まりましたらキャリア�
支援センターに報告してください。

〔単位認定するインターンシップ〕
本学では主に夏期・冬期休業期間を利用し、自分の専門分野に関連する企業の現場（或い
はこれに類する場所）において、一定期間の実習（事前・事後指導を含む）を行うことで
単位の修得が可能です（春期休業中の実習は除く）。なお、修得する科目名称・単位数は実
習期間に応じて異なります。
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●美術コース

必修・選択必修科目 講
義

演
習

実
技

＊絵画Ⅰ 5
何れか 5

＊彫塑Ⅰ 5

＊絵画Ⅱ 5
何れか 5

＊彫塑Ⅱ 5

＊絵画演習Ⅰ 3
何れか 3

＊彫塑演習Ⅰ 3

＊絵画演習Ⅱ 3
何れか 3

＊彫塑演習Ⅱ 3

＊修了制作 6 6

　造形特論Ａ ２ 2

　造形特論Ｂ ２ 2

　現代造形論 2 ２

　女性作家史 2 ２

●デザインコース

必修・選択必修科目 講
義

演
習

実
技

＊グラフィック表現演習 6

何れか ６
＊メディア表現演習 6

＊テキスタイル表現演習 6

＊プロダクト表現演習 6

＊自由研究（グラフィック） 4

何れか ４
＊自由研究（メディア） 4

＊自由研究（テキスタイル） 4

＊自由研究（プロダクト） 4

＊グラフィック表現研究 6

何れか 6
＊メディア表現研究 6

＊テキスタイル表現研究 6

＊プロダクト表現研究 6

＊修了制作 6 6

　デザイン論 4
何れか 4

　ソフトマテリアル論 4

　現代造形論 2 2

　女性作家史 2 ２
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■授業支援システム《履修登録》
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■授業支援システム　《履修登録》
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○上限単位
　１年間で履修できる
　単位数の上限

○対象単位
　現在、履修登録している
　単位数
　※卒業要件外の単位数
　　は含まれません。

○登録単位
　現在、履修登録している
　単位数
　※卒業要件外の単位数
　　も含まれます。

■授業支援システム　《履修登録》
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■授業支援システム　《履修登録》
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■授業支援システム

履修登録

画面１　履修登録入力

クリックすると、エラーの詳細が別

ウィンドウで表示される。
エラー表示が無くなるよう修正する。
エラーを無くさないと履修登録を確
定できません。

エラーの詳細を表示します。

エラーが無くなったら、「表示内容で登

録」をクリックする。

■授業支援システム　《履修登録》

令和■年度 前期
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■授業支援システム　《履修登録》

令和■年度 前期
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■授業支援システム　《履修登録》
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■授業支援システム　《履修登録》
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１、ポータル画面より、抽選授業希望登録を起動します。

２、抽選グループを選択します。

画面１　抽選グループ一覧

■授業支援システム　《抽選授業希望登録》

３、抽選授業の希望を登録します。
グループ内の抽選授業の希望順位を登録します。１グループ内で当選する授業は原則１つです。
当選した抽選授業は履修登録済となり、取り消す場合は、履修登録画面から選択のチェックをはずしてください。
（「美術学科オープン実技・演習A、B」「デザイン工芸選択実技Ａ、Ｂ」等、
　　一部の抽選科目は取り消しできません）

グループで指定されている希望順位全てまたは希望順位以内で、「希望順位」を登録します。
「登録確定」をクリックすると希望内容を登録し、画面１　抽選グループ一覧に戻ります。
「登録中止」をクリックすると希望内容を破棄し、画面１　抽選グループ一覧に戻ります。

画面２　抽選授業希望登録

「登録内容を印刷する」をクリックすると、抽選希望登録内容をＰＤＦ形式で表示します。

ポータルサイトの利用が終わったら、画面の「ログアウト」をクリックして終了します。

データ保存する。印刷する。

希望順位を登録し、抽選グ
ループ一覧に戻る。

※「第〇希望以内で登録

（任意）」の場合は希望

する科目がなければ全て

順位を入れる必要はない。

ただし、当選確率は下が

る。

※「必須」の場合は指定

希望順位を登録せず、抽選
グループ一覧に戻る。

授業名をクリックするとその授業のシラ
バスが表示されます。
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１、ポータル画面より、抽選授業希望登録を起動します。

２、抽選グループを選択します。

画面１　抽選グループ一覧

３、抽選授業の希望を登録します。
グループ内の抽選授業の希望順位を登録します。１グループ内で当選する授業は原則１つです。
当選した抽選授業は履修登録済となり、取り消す場合は、履修登録画面から選択のチェックをはずしてください。
（「美術学科オープン実技・演習A、B」「デザイン工芸選択実技Ａ、Ｂ」等、
　　一部の抽選科目は取り消しできません）

グループで指定されている希望順位全てまたは希望順位以内で、「希望順位」を登録します。
「登録確定」をクリックすると希望内容を登録し、画面１　抽選グループ一覧に戻ります。
「登録中止」をクリックすると希望内容を破棄し、画面１　抽選グループ一覧に戻ります。

画面２　抽選授業希望登録

「登録内容を印刷する」をクリックすると、抽選希望登録内容をＰＤＦ形式で表示します。

ポータルサイトの利用が終わったら、画面の「ログアウト」をクリックして終了します。

データ保存する。印刷する。

希望順位を登録し、抽選グ
ループ一覧に戻る。

※「第〇希望以内で登録

（任意）」の場合は希望

する科目がなければ全て

順位を入れる必要はない。

ただし、当選確率は下が

る。

※「必須」の場合は指定

希望順位を登録せず、抽選
グループ一覧に戻る。

授業名をクリックするとその授業のシラ
バスが表示されます。

■授業支援システム　《抽選授業希望登録》
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１、ポータル画面より、授業抽選結果を起動します。

２、抽選結果を確認します。

画面１　抽選授業結果確認

■授業支援システム　《抽選授業結果》
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１、ポータル画面より、授業抽選結果を起動します。

２、抽選結果を確認します。

画面１　抽選授業結果確認

１、ポータル画面より、シラバス閲覧を起動します。

２、シラバス検索条件を入力します。

画面１　シラバス検索

■授業支援システム　《シラバス閲覧》
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■　授業支援システム

　シラバス閲覧

３、シラバスを表示します。
検索結果一覧が表示されるので、閲覧するシラバスの授業科目名をクリックします。
科目区分で絞り込み検索をする場合は、閲覧したい区分を選択し、「科目区分で検索」をクリックします。

画面２　検索結果一覧

画面３　授業内容
「シラバス検索TOPに戻る」で、画面１　シラバス検索に戻ります。

「検索結果一覧に戻る」で、画面２　検索結果一覧に戻ります。

「ページの先頭に戻る」で、画面３　授業内容画面の先頭に戻ります。

ポータルサイトの利用が終わったら、画面右上の「ログアウト」をクリックして終了します。

科目区分で絞り込み検索をする場合は、

閲覧したい区分を選択し、
「科目区分で検索」をクリックします。

画面１ シラバス検索に戻ります。 画面２ 検索結果一覧に戻ります。 このページの先頭に戻ります。

授業科目名を

クリックすると

シラバスが

表示されます。

■授業支援システム　《シラバス閲覧》
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■授業支援システム　《Webレポート提出の手順について》
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Web出欠登録の手順について
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Ｑ ＆ Ａ

履修登録について

Ｑ．後期の科目も前期に履修登録するのですか。
Ａ．その通りです。きちんと履修計画を立てて登録してください。

Ｑ．同一名称の科目を複数履修登録できますか。
Ａ．履修の手引　Ｐ.18を参照してください。

Ｑ．1年間で履修できる単位数はいくつですか。
Ａ．履修の手引　Ｐ.12を参照してください。

Ｑ．履修している科目を中止したいのですが、できますか。
Ａ．履修の手引　Ｐ.19を参照してください。

Ｑ．以前に単位修得した科目を、再度、履修することはできますか。
Ａ．単位修得した科目を、再度、履修することはできません。・

詳細については、Ｐ.18を参照してください。

Ｑ．現在2年次生で、教職課程を取っていますが、1年次の教職科目の単位を修得できませんで
した。2年次で再履修することはできますか。
Ａ．時間割上再履修が可能な場合に限り、２年次に再履修可能ですが、在学中の免許取

得ができなくなります（一部科目を除く）。詳細については教育支援センターまでご
相談ください。

ＷＥＢ履修について

Ｑ．ポータルサイトのパスワードを紛失した場合はどうしたらよいですか。
Ａ．2号館地階の図書館カウンターまで申し出てください。

Ｑ．抽選登録するのを忘れた場合はどうしたらよいですか。
Ａ．抽選結果発表後、残席のある科目を先着順で履修登録できます。ただし、基礎造

形を登録し忘れた場合は至急、教育支援センターに申し出てください。

Ｑ．取りたい科目がポータルサイトの画面上に表示されません。
Ａ．次のことをまず確認してください。・

	 ・曜日時限は合っているか。・
	 ・過去に単位修得した科目ではないか。・
	 ・科目の年次指定で、自分の学年が対象になっているか。・
上記にあてはまっていて表示されない場合は、システムエラーの可能性がありますので、
教育支援センターに連絡してください。

Ｑ．ポータルサイトの「お知らせ・連絡事項・休講情報」は携帯電話への転送設定ができますか？
Ａ．可能です。設定することをおすすめします。詳細は履修の手引　P.47を参照してくださ

い（プロフィール変更）。
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Web 出欠登録について

Ｑ．自分のユーザー IDとパスワードが分からないor忘れてしまった場合…
Ａ．「図書美術館グループ」の情報システム担当（図書館事務室）までお問い合わせください。

Ｑ．学内Wi-Fiに接続出来たが、出欠登録専用サイトにアクセスできない場合…
Ａ．出欠登録専用サイトのURLを打ち込む際に、下記誤入力をしている場合が考えられます

ので、よく確認をしながらURLを打ち込んでください。
⇒よくある誤入力…【URLの最初、httpsの「s」が抜けている】、【「．」が抜けている】、
【URLの最後に「/」を入れ忘れている】等

Ｑ．�出欠登録完了後、出欠登録画面に【出席】と表示されたのに、後日ポータルサイトの
Mylnformation－修学ポートフォリオ－「出欠情報」で確認すると、出席になっていなかっ
た場合
Ａ．このような場合は、至急教育支援センターの窓口へ来てください。
【重要】出欠登録後、該当科目に【出席】が表示されたら、なるべくその場でポータルサ

イトの出欠情報に反映されているか確認しておいてください。（※念の為、登録
完了が表示された画面をスクリーンショット等で保存しておくと、窓口で事情が
説明しやすいかと思います。）

Ｑ．Google meetまたはclassroom等に接続できない（授業に参加できない）
Ａ．デバイスや回線の不具合によるものが多く、大学側・教員側ではサポートすることが出来

ない場合が散見されます。学生の皆さんはこれまでの経験を活かし、以下のように受講
する体制を整えてください。・
	 ・出欠登録画面は時間に余裕を持って画面を開いておく

		  ・�主に使用するPCの他に、予備としてスマートフォンやタブレットにmeetや
classroomアプリケーションをインストールしておき、PCが不安定の際は他の
デバイスからも接続できる状態にする

		  ・�主に使用するWi-Fi回線の他に、携帯電話の通信（４G等）回線を利用する（スマー
トフォンにも出欠登録画面をブックマークしておく）

		  ・�可能であれば、テザリングサービス（スマートフォンをWi-Fiルーターの代わりとする）
を使用できるようにしておく

Ｑ．授業に出席しているにも関わらず、ポータルサイトの出欠登録を忘れてしまった場合
Ａ．担当教員または教育支援センターに申し出があっても、自身の不注意や通信環境による

出欠の未登録（欠席）、登録遅れ（遅刻）については一切対応致しませんので、そのよう
なことがないよう、くれぐれも出席登録を忘れないようにしてください。

Ｑ．classroomのクラスコードが分からない場合…
Ａ．作成・運用は授業担当教員が行っているため、教育支援センターではクラスコードを把

握していません。授業担当教員に確認してください。

Ｑ．課題や資料の配信は何を使用しているか。
Ａ．Google classroom、Google forms、ポータルサイト等の使用が考えられます。授業

科目ごとに運用が異なりますので、課題の提出方法は、必ず担当教員の指示に従ってく
ださい。
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そ の 他

Ｑ．授業を行う教室はどこでわかりますか。
Ａ．時間割表に記載があります。なお、教室が変更される場合もありますので、掲示板で

も確認してください。

Ｑ．授業概要（シラバス）を見たいのですが。
Ａ．ポータルサイトのトップ画面に表示されている「シラバス」をクリックして、授業概要（シ

ラバス）を検索してください（履修の手引　P.59を参照）。

Ｑ．成績証明書に不合格科目の成績も記載されますか。
Ａ．成績証明書には単位修得した科目の成績のみ記載されます。

Ｑ．親戚に不幸があったので、忌引きの手続きをしたいのですが。
Ａ．女子美には忌引きの制度はありません。ただし、追試験の理由には該当します（履修

の手引　Ｐ.8, 13を参照）。

Ｑ．実技時間帯に履修したい科目があるのですが、できますか。
Ａ．実技時間帯に他の科目を履修することは認められません。ただし、卒業年次生で卒業

に必要な科目である場合、研究室の許可があれば認められることもあります。

Ｑ．学期末試験に学生証を忘れました。
Ａ．教育支援センターの窓口で「受験許可書」を発行しますので、申し出てください。

Ｑ．ケガのため、1ヶ月程入院することになりました。何か手続きは必要ですか。
Ａ．特に手続きはありません。なお、欠席していた期間の授業内容については、担当教員

に確認をしてください。

Ｑ．自分の出席回数を知りたいのですが。
Ａ．出席回数は各自で記録して下さい。Webを利用して出席確認を行う授業は、ポータルサ

イト「学修ポートフォリオ」メニューから確認することができます。

Ｑ．オフィスアワーとは何ですか。
Ａ．先生に自由に質問、相談できる時間帯です。利用の一覧表は４月にポータルサイトで配信さ

れていますので、参考にしてください。

※ポータルサイトにリンクしている「履修等に関するＱ＆Ａ」も参考にしてください。
　https://www.joshibi.net/aa/risyu_QA.pdf
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MEMO
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2024　短期大学部　履修登録用時間割　下書き表2026　短期大学部　履修登録用時間割　下書き表


